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慶
安

五
年
刊

『
訳
和
和
歌
集
』
翻
刻
と
解

題

附
校
異

(

一
)

内

野

優

子

は

じ
め

に

室

町

後

期

の
僧

実

海

(
一
四

四

六

生

～

一
五

三

三

没

)

は

、

川

越

喜

多

院

に

住

し

た

天

台

の

学

僧

で

あ

る

。

実

海

の

人

と

な

り

及

び

そ

の
著

作

に

つ

い

て

は

、

『
本

朝

高

僧

伝

』

注
-
巻

十

八

で

次

の

よ

う

に

伝

え

ら

れ

て

い

る

。

武

州

喜

多

院

沙

門

實

海

傳

繹

實

海

。

武

州

川

崎

人

。

稲

自

・
幼

俊

利

。

思

出

二
草

童

一。

早

入

二
教

寺

一。

剃

髪

難

・
業

。

嘗

在

二
檀

越

大

田

道

灌

宅

一。

呼

二
僕

夫

}
日

。

將

二
盟

水

之

水

一
來

。

縮
緬
琳
纈
道

灌

在

・
傍

日

。

盟

水

而

足

　

。

將

非

二
剰

語

一
乎

。

海

日
。

若

唯

盟

水

。

或

持

・
湯

來

。

道

灌

動

・
容

深

服

二
敏

捷

「。

長

渉

二
論

場

一。

負

二
魁

博

名

一。

住

二
星

野

山

喜

多

院

一。

關

左

台

徒

負

・
笈

逼

塞

。

化

衆

之

暇

著

二
述

夷

希

集

徹

塵

各

十

巻

。

監

味

集

二

巻

。

教

観

大

綱

見

聞

紗

三

巻

一。

天

文

二

年

示

寂

。

壽

八

十

八

。

在

二
星

野

山

一
。

時

。

有

二
莫

禮

者

「。

兇

悪

無

・
比

。

死

日

請

・
海

送

・
終

。

化

人

來

日

。

彼

罪

彌

天

。

必

莫

・
法

救

一。

海

謂

。

繹

氏

之

道

善

悪

齊

利

。

量

忍

・
拒

・
之

。

乃

整

二
威

儀
一出
二於
郊
外

一。
俄
怒
雷
轟
・
天
。
電
製
送
・
空
。
海
畢
・
扇
日
。
我
代

受
・
苦
。
須
奥
雷
止
雲
収
而
克
・
葬
。
海
寂
三
年
。
寺
後
杉
上
有
・
聲
日
。

我
代
二莫
禮

一入
二
地
獄

一受
・苦
。
今

已
免
・之
。
即
不
・
見
　
。

賛

日
。

一
切
如
来
大
慈
悲
観
音
。

一
人
代
受
・苦
。
海
之
言
　
與
・経
符

合
　
。
夫
内
秘
菩
薩
之
人
也
與
。

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ

ば
、

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
著
作

の
他
に
、
数

十
点

に
も
及
ぶ
仏
典

の
注
釈
書
、
論
義
書
が
残
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ

ら

の
類

の
他
に
も
、
法
華
経
歌
集

の
噛
矢
と
も

い
う

べ
き
作
品
が
あ
る
。
そ
れ

が

『
訳
和
和
歌
集
』

(法
花
訳
和
集
)

で
あ
る
。

こ
の
歌
集
は
、
法
華
経
二
十

八
品
と
開
結

二
経
に
関
す
る
既
成

の
釈
教
歌
を
各
品
ご

と
に
集
め
、
そ
れ
ら
の

歌
に
注
を
施
し
た
も

の
で
あ
る
。

二

先
行
研
究

『
訳
和
集
』
を
中
心
に
据
え
た
研
究

は
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な

い
。
昭
和
五
十
八
年

の
仏
教
文
学
会
に
お

い
て
、
塚

田
晃
信
氏

は
、

『
訳
和

集
』

の
諸
本
に
は
大
き
く
二
つ
の
系
統
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
注
2
。
そ
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の
後
、
毛
利
み
の
り
氏
が
、

『
訳
和
集

』
の
中

で
、
最
も
多
く
収
録
さ
れ
て
い

る
慈
鎮

(慈
円
)
の

『
拾

玉
集
』
に
着

目
し
、
第

一
系
統
の

『
訳
和
集
』
所
収

の
百

一
首
は
、
全

て
九
州
大
学
支
子
文
庫
本

『
拾
玉
集
』
所
収
の
百
二
首
に
含

ま
れ
る

こ
と
か
ら
、

石
川

一
氏
が
提
唱
さ
れ
て
い
る

『
法
華
要
文
百
首
』

の
四

つ
の
系
統

の
う
ち
注
3
、

一
類
本
に

一
致
す
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
ま
た
第
二

系
統

の

『
訳
和
集
』
に

つ
い
て
は
、

『
訳
和
集
』
成
立
以
降
に
、
他
系
統
の

『
法
華
要
文
百
首
』

の
影
響
を
受
け
て

い
る
と
指
摘
、
さ
ら
に
、
元
禄
四
年
刊

の

『
説
法
用
歌
集
諺
註
』
が
、
第

二
系
統

の

『
訳
和
集
』
を
も
と
に
編
纂
さ
れ

て
い
る
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
注
4
。

ま
た
、
廣

田
哲
通
氏
は
、
実
海
が
編

ん
だ

『
轍
塵
抄
』
は
別
と
し
て
注
5
、

『
一
乗
拾

玉
抄
』
、

『
法
華
経
鷲
林
拾

葉
紗
』
、

『
法
華
経
直
談
砂
』
、

『
法

花
直
談
私
類
聚
抄
』
と

い
っ
た
中
世
直

談
物
の
法
華
経
注
釈
書
系
に
お
け
る
和

歌

と
、

『
法
華
和
語
記
』
、

『
訳
和
集

』
、

『
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
』
な
ど

に
お
け
る
法
華
経
歌
集
系
の
和
歌
と
は
、
様
相
が
異
な

っ
て
お
り
、
法
華
経
歌

に
は
明
ら
か
に
二
つ
の
系
統
が
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
注
6
。
氏
は
、

『
訳
和

集
』
以
降

の
、
法
華
経
歌
集

の
系
譜
と

そ
の
周
辺
に

つ
い
て
、

『
類
題
法
文
和

歌
集
注
解
』

『
片
岡
山
』
、

『
釈
教
題
林
集
』

と
い
っ
た
類
題
歌
集
的
性
格

の

書

と
、
教

化
の
具
と
し
て
の
性
格
を
も

つ

『
説
法
用
歌
集
諺
註
』
と
を
挙
げ

て

お
ら
れ
る
注
7
。

し
か
し
近
年
、
高
木
豊
氏

に
よ
り
、
哺
月
子
に
よ
る

『
科
註
妙
法
蓮
華
経

紗
』

(寛
文
十
三
年
刊
)
と

い
う
法
華
経
注
釈
書
に
も
、

『
訳
和
集
』

(高
木

氏
は

『
法
華
訳
和
集
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
)
が
引
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
指

摘
さ
れ
た
注
8
。

『
科
註
妙
法
蓮
華
経
紗
』
と
は
、
江
戸
時
代
、
特
に
十
七
世

紀
中
に
、

『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
の
和
刻
本
が
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
注
9
、

そ
れ
を
仮
名
本

に
仕
立

て
、
さ
ら
に
わ

か
り
や
す
く
仮
名
で
注
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
経
文
に
は
左
側
に
字
音
読
み

の
振
り
仮
名
が
、
右
側
に
は
漢
文
訓
読

の
振
り
仮
名
が
平
仮
名

で
表
記
さ
れ
、
元

々
あ
る
注

の
後
に
、
編
者
囎
月
子
の

注
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

の
注
釈

の
最
後
に
は
、
経
文
の
内
容
に
関
連
す

る
法
華
経
歌
を
載
せ
て
い
る
。

『
訳
和
集
』

の
実
海
注
は
、
そ
の
ま
ま
取
り
込

ま
れ
て
い
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
省
略
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。

『
科
註
妙
法

蓮
華
経
紗
』

の
中
の

「法
華
経
科
註
惣
序
の
上
」
に
あ
る

「科
註
假
名
書
き
の

事
」
に
は
、

「…

(前
略
)
…
さ
れ
ば

こ
と
の
葉
は
。
國
に
よ
り
て
お
な
じ
か

ら
ず
と
い

へ
ど
も
。
理
は
り
は
い
つ
く

に
て
も
か
は
る
こ
と
な
し
。
此

の
日
本

の
な
ら
ひ
と
し
て
。
そ

の
こ
と
ば
を
か
ん
な
に
な
を
し
。
又
経
文
を
題
と
し
て

よ
み
を
け
る
。
古
き
寄
を
も
ま
じ

へ
。
善
男
子
善
女
子
は
。

い
ふ
べ
く
も
あ
ら

ず
。

い
や
し
き
女
わ
ら
は
べ
も
。
難
波
津
浅
香
山
に
だ
に
入
ぬ
れ
ば
O

こ
れ
を

よ
み
と
か
ず
し
も
あ
ら
ず
。
そ
の
ふ
か
き

こ
と
は
り
を
。
や
す
く
し
ら
し
め
ん

が
た
め
。
か
う
や
う
に
か
き
侍

る
も
…

(後
略
)
」
注
-o

述
べ
ら
れ
て
い
る
.

こ
の
よ
う
な
意
図

の
も
と
に
編
ま
れ
た

『
科
註
妙
法
蓮
華
経
紗
』
に
は
、
四
四

四
首
に
も
及
ぶ
和
歌
が
引
載
さ
れ

て
い
る
が
、
平
仮
名

の
ル
ビ
を
付
し
、
平
易

な
表
現
で
注
釈
と
和
歌
を
施
し
て
い
る
と
は

い
え
、
硬
質
な
格
調
を
失
わ
な

い

大
部

の
法
華
経
注
釈
書
で
あ
る
。
実
海

の

『
訳
和
集
』
が
、
先

に
挙
げ
た
法
華

経
歌
集

の
系
譜

の
他
に
、

こ
の
よ
う
な
後
代
の
法
華
経
注
釈
書

に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
い
。

三

『
訳
和
集
』
諸
本
に

つ
い
て

『
訳
和
集
』
諸
本

は
現
在
、
大
き
く
二

つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

そ
れ
は
、
題
名

の
違

い
、
大
ま
か
に
言

っ
て
写
本
か
刊
本
か
の
違

い
、
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そ
し
て
、
八
巻
本
か
五
巻
本
か

の
巻
数

の
違

い
に
よ
る
。
ま
た
も
ち
ろ
ん
本
文

の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
か
な
り

の
差
異
が
見
ら
れ
る
。
毛
利
み

の
り
氏

の
論
文

に
拠
り
注
11
、
そ
れ
に
ま
た
少
し
付
け

加
え
て
二
系
統
を
整
理
す

る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

【第

一
系
統
】

・
内
閣
文
庫
蔵

『
課
和
和
歌
集
』

(江
戸
初
期
写
本
八
巻

一
冊

・
和
歌
五

〇

一
首
)

・
龍
谷
大
学
大
宮

図
書
館
蔵

『

〈内
題
〉
課
和
集
』

(
写
本
八
巻

二
冊

・

四
九
八
首
)

・
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵

『
詳

和

々
歌
集
』

(
写
本
八
巻
二
冊

・
五
〇

三
首
)

・
ノ
ー
ト

ル
ダ

ム
清
心
女
子
大
学

黒
川
文
庫
蔵

『
繹
和
集
』

(
江
戸
中
期

写
本
八
巻

二
冊

・
五
〇
四
首
)

・
島

原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵

『

繹

和
和
歌
集
』

(江
戸
初
期
写
本
八
巻

二
冊

・
四
九
四
首
)

・
彰
考
館
蔵

『
訳
和
倭
歌
集
』

(
写
本

一
冊

・
巻

一
、
八
欠
)

【
第
二
系
統
】

・
京
都
大
学
蔵

『
法
花
訳
和
集
』

(承
応

二
年
刊
五
巻
五
冊

・
風
月
庄
左

衛
門

・
五

一
一
首
)

・
立
正
大
学
蔵

『
法
花
訳
和
集
』

(承
応

二
年
刊
五
巻
五
冊

・
風
月
庄
左

衛
門

・
五

一
一
首
)

・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

『

〈内
題
〉
法
花
訳
和
集
』

(
承
応
二
年
刊
五

巻

五
冊

・
風
月
庄
左
衛
門

・
五

一
二
首
)

・
静
嘉
堂
文
庫
蔵

『
法
花
訳
和
集
』

(江
戸
末
期
写
本
五
巻
五
隠

・
五

一

二
首
)

こ
の
他

に

『
国
書
総
目
録
』

に
よ
れ
ば
、
徳
島
県
立
図
書
館
蔵

『
法
花
訳
和

集
』

(
承
応
二
年
刊

一
冊
)
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『
訳
和
和
歌
集
』

(写
本
二

冊
)
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵

『
訳
和
和
歌
集
』

(写
本

一
冊
)
。

『
私
撰
集
伝

本
書
目
』

に
よ
れ
ば
、
彰
考
館
蔵

『
訳
和
集
』

(慶
安
五
年
刊

一
冊
)
、
立
教

大
学
蔵

『
法
花
訳
和
集
』

(承
応

二
年
刊
五
冊
)
。
ま
た

『
国
文
学
研
究
資
料

館

マ
イ
ク

ロ
フ
イ
ル
ム
資
料
目
録
』
に
は
、
長
谷
寺
豊
山
文
庫
蔵
本

(抄
出

本
)
が
、
さ
ら
に

『
国
文
学
研
究
資
料
館
和
古
書

目
録
』

(
一
九
七
二
ー

一
九

九
七
)

に
よ
る
と
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

〈外
題
〉

『
課
和
集
全
』

(
〈内

題
〉

『
課
和
和
歌
集
』
慶
安
五
年
刊

一
冊

・
風
月
庄
左
衛
門

・
四
九
九
首
)
が

現
存
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
最
近

の
こ
と
で
あ
る
が
、

一
誠
堂
古
書
目
録

(平
成
十
二
年
秋
季

号
)
で
、
梶
井
宮
家
旧
蔵

『
訳
和
集

上
』

(江
戸
初
期
慶
長
頃
写
本

・
下
巻

欠
)
が
写
真
版

で

一
部
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
れ
ま

で
の

伝
本
中
最
も
集
付
が
施
さ
れ
て
い
る
善
本

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
但
し
、
下
巻

が
欠
け
て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四

慶
安

五
年
刊
本
に

つ
い
て

さ

て
、
今
回
、
全
文
翻
刻
を
試
み
る
の
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
、

外
題

『
訳
和
集
全
』

(
〈内
題
〉

『
繹
和
和
歌
集
』
慶
安
五
年
刊

一
冊

・
風
月
庄

左
衛
門
)

で
あ

る
。
内
題
か
ら
す
る
と
、
第

一
系
統
か
と
思
わ
れ
そ
う
だ
が
、

書
型
は
、
も
と
五
冊
本
で
あ

っ
た
も
の
の
合
綴
本
で
あ
る
。
本
文

の
字
配
り
や

一48一



匡
郭

の
切
れ
目
、
ま
た
傷

の
位
置
な
ど

共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
承
応
二
年
刊
本

の

『
法
花
訳
和
集
』
と
同
版
と
わ
か
る
。
但
し
、
後

で
翻
刻

の

【
校
異
】
欄
を

見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
様

に
、
第

一
系
統
と
の
比
較

に
用

い
た
内
閣
文
庫

本
と

の
異
同
数
ほ
ど

で
は
な

い
が
、
第

二
系
統

の
承
応
二
年
刊

『
法
花

訳
和

集
』
と
も
、
異
な
る
箇
所
が
少
な
く
な

く
、
今
回
掲
載

し
た

70
番
歌

の
う
ち
だ

け
で
も

31
箇
所
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

承
応

二
年
刊
本
の
異
同
箇
所
は
、
慶
安

五
年
刊
本

の
誤
り
を
修

訂
す
る
も

の
で
あ

つ
た
り
、
和
歌
の
句
の
表
現
を
変
え

た
も

の
で
あ

っ
た
り
、
さ
ら
に
は

「
訳
和

一
」

の
九
丁
目
の
後
に
、

「
又
九
」

と
し
て
、

一
丁
分
ま
る
ご
と
、
和
歌
と
そ

の
注
を
増
補

し
て
い
た
り
も
す
る
。

そ
こ
で
、
奥
書
が
残

っ
て
い
る
第

一
系
統

の
内
閣
文
庫
蔵

『
謬
和
和
歌
集
』
と
、

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

『
法
花
訳
和
集

』

(承
応
二
年
刊
)
と
を
対
校
本
と
し

て
用
い
、
慶
安
五
年
刊
本
を
全
文
翻
刻

紹
介
す

る
こ
と
と
す

る
。
今
後
の

『
訳

和
集
』
研
究

の
発
展
に
繋
げ
た

い
。

注

注

5

注

6

注 注
87

注 注
109

 

注

11

一
九

九

三
年
)

廣

田
哲
通

「轍
塵

紗
と

そ

の
周

辺
」

(
『
中
世

仏
教

説

話

の
研
究
』

(
昭

和
六

十

二
年

・
勉
誠
社

)
所

収
。

『
轍
塵

抄
』

は
法

華

直
談

系

の
注
釈
書

で

あ

り
な
が

ら
、

各
品

の
冒
頭

歌

は
、

『
訳
和
集

』

に
す

っ
ぽ

り
と

入
る

か
た

ち

で
、

ほ
と
ん

ど
重
な

る

こ
と
が
述

べ
ら
れ

て

い
る
。

廣

田
哲
通

『
中

世
法
華

経
注

釈
書

の
研
究

』
第

三

章

「
直
談

と
和

歌
」

二

九

九
三
年

・
笠

間
書

院
)

廣

田
哲

通

『
中

世
仏
教

文
学

の
研
究

』

(
二
〇
〇

〇

・
和
泉

書
院

)

高
木

豊

「
嘱

月
子

『
科

註
妙

法
蓮

華
経

紗
』

引
載

和

歌
考

」

(高

木
豊

・
冠

賢

一
編

『
日
蓮

と
そ

の
教
団

』
所

収

・
平
成

十

一
年

・
吉

川
弘

文
館
)

田
島

鮪
堂

『
法

華
経
為

字
和

訓

の
研
究
』

(
平
成

十

一
年

・
風

間
書
房

)

引

用
は

、
九
州

大
学

松
濤
文

庫

所
蔵
寛

文
十

三
年

刊

〈外

題
〉

『
科

註
絵

入

法
華

経

か
な
新

註
抄
』

(内

題

「科

註

妙
法
蓮

華

経
紗

」

・
惣
序

三
巻
、

題

号

一
巻
、

抄

目
録

一
巻

、
本

文
八
巻

三

十
冊
)

に

拠

る
。

注

4
と

同
じ
。

一49一

注 注
21

 

注

3

注

4

『
大

日
本

佛
教

全
書
』

第

六

三
巻
史

伝
部

二

昭
和

五

十
八
年

九

月
仏
教

文
学

会
東

部
例

会

に
お
け

る

口
頭

発
表

の
折

に
と

の
こ
と

で
あ

る
。

石

川

一

「
慈

円
と

法
華
経

廿

八
品
和

歌
-

法
華

要
文

百
首

に

つ
い
て
ー

」

(
『
徳
島

文

理
大

学
論
叢

』
創

刊
号

・
昭

和
五

十
九
年

)

、

「
法
華

要
文

百

首

考

」

(
『
中

世
文
学

研
究

』
第

十
四

号

・
昭

和

六
十

三
年
)

毛

利

み

の
り

「法

華
経

歌
集

類
聚

の
方
法
ー

訳

和
歌
集

に

つ
い

て
」

(大

阪
女

子
大

学

国
文
学

科
紀

要

『
女

子
大
文
学

』
第

四

十
四

号
所
収

・

五

翻
刻

《
凡
例
》

・
本
編
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

〈内
題
〉

『
課
和
和
歌
集
』

(慶
安
五
年

刊
)
の
全
文
翻
刻

で
あ
る
。
紙
面
の
都
合
上
、
今

回
は

70
番
歌
ま
で
と
な

っ
た
が
、
以
後
、
随
時
掲
載

の
予
定

で
あ
る
。

・
本
文
は
、
通
行

の
字
体
に
改
め
た
が
、
寄

・
昏

・
劔
に

つ
い
て
は
、
底
本

の
字
体
を
尊
重
し
た
。
ま
た
、
ふ
り
が
な
で

「
ゾ
」

「「
」
と
な

っ
て
い



る

箇

所

に

つ

い

て

は

、

印

刷

の

都

合

上

「
シ

テ

」

「
コ
ト

」

に

改

め

た

。

・
和

歌

の

頭

に

あ

る
算

用

数

字

は

、

便

宜

上

、

私

に

付

し

た

通

し

歌

番

号

で

あ

る

。

・
丁

数

は

(

)

内

に

記

し

た

。

例

(
訳

和

一

・

一

・
オ

)

以

下

、

単

に

(
一

・
ウ

)

等

と

略

す

。

・
各

歌

の

後

に

、

【
校

異

】

と

し

て

、

内

閣

文

庫

蔵

『
課

和

和

歌

集

』

(
江

戸

初

期

写

、

林

羅

山

本

)

お

よ

び

国

文

学

研

究

資

料

館

蔵

『
法

花

訳

和

集

』

(
承

応

二

年

刊

本

)

と

、

底

本

と

の

語

彙

の
異

同

を

挙

げ

た

。

但

し

、

仮

名

か

漢

字

表

記

か

の
違

い
、

振

り

が

な

、

訓

点

の

有

無

の

差

異

に

関

し

て

は

、

こ

れ

を

問

わ

な

か

っ
た

。

・
丸

数

字

は

行

数

を

表

す

。

(
半

面

十

行

。

)

・
略

号

は

、

内

閣

文

庫

蔵

本

を

[
内

]

、

国

文

学

研

究

資

料

館

蔵

承

応

二

年

刊

本

を

[
承

]

と

し

た

。

・
虫

食

い

に

よ

る

不

明

箇

所

は

、

口

の

記

号

を

用

い

た

。

・

〈

〉

内

の

文

字

は

私

に

よ

る

注

で

あ

る
。

《
書
誌
》

請
求
番
号

書

型

表

紙

装

訂

題

籏

構

成

タ

2
i

21

大

本

一
冊

(
五

冊

本

の
合

綴

)

。

縦

二
七

・
七

糎

、

渋

び

き

表

紙

。

五

つ
目

袋

と

じ

。

左

肩

に

「
繹

和

集

全
」

と

墨

書

打

ち

付

け

書

き

。

表

見

返

し

の
後

に

遊

紙

一
丁

。

序

(
計

四

丁

)

課

和

和

歌

集

}

「
無

量

義

経

」

、

「
法

華

経

」

、

「
序

品

」

、

横

一
八

・
七

糎

。

内

題

尾

題

u

口巳

干

雪
ロ

匡

郭

板

心

蔵

書

印

謬
和
和
歌
集
二

謬
和
和
歌
集
三

課
和
和
歌
集
四

「
方

便

品

」

シ

「
第

二

巻

讐

喩

品

」

、

薬

草

喩

品

」

、

「
授

記

品

」

、

「
第

四

巻

五

百
弟

子

受

記

品

」

「
人

記

品

」

、

「
法

師

品

」

、

「
提

婆

品

」

、

「
勧

持

品

」

、

「
湧

出

品

」

「
牌弔
工
ハ
巻

当
軒
旦
里
ロ
叩
」

、

「
随

喜

功

徳

品

」

、

不

軽

菩

薩

品

」

、

「
神

力

品

」

課

和

和

歌

集

五

「
薬

王

品

」

、

普

門

品

」

、

「
勧

発

品

」

裏

見

返

し

の
前

に

遊

紙

一
丁

。

※
を
付

し

て

い
る
章
題

は
、

、

、

「
信

解

品

」

(
計

三

〇

丁

)

、

「
第

三

巻

「
化

城

喩

品

」

、

(
計

二

八

丁

)

「
賓

塔

品

」

「
安

楽

行

品

」

、

(
計

三

一
丁

)

「分
別
功
徳
品
」

「法
師
功
徳
品
」

「
妙

音

菩

薩

品

」

「陀

羅

尼

品

」

、

、

「
普

厳

経

」

(
総

計

一

「
第

七

巻

、

「
嘱

累

品

」

(
計

二

七

丁

)

、

「
第

八

巻

「
厳

王

品

」

、

(
計

二

七

丁

)

四
九
丁
)

実

際

に
は
存
在

し
な

い
が
、

詞
書

や
和

歌

の
内

容

力
ら
見

て
明

ら
カ
な

の
で
、

こ
こ
に
加

え

た
。

冒
課

和

和

歌

集

一

(
～

五

)

な

し
。

慶

安

五

年

仲

春

風

月

庄

左

衛

門

四

周

単

辺

。

縦

二

〇

・
六

五

糎

。

上

欄

縦

五

二

二
糎

。

「
訳

和

序

(
～

五

)

」

(
丁

数

)

」

訳

和

序

一
丁

表

に

「
刀
水

文

庫

」

、

「
日

埜

蔵

」

、

一
丁

裏

の
上

欄

に

「
富

小

路

蔵

」

、

「
さ

ぬ

き

・
た

か

ま

つ
有

岡

印

」

、

「
国

文

学

研

究

資

料

館

」

朱

文

陽

印

。
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備

考

章
題
お
よ
び
和
歌

の
上
に
は
、
○

の
朱
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

(
訳

和

序

・

一

・
オ

)

白

紙

こ
と
の
葉
は
国
に
よ
り
て
お
な

し
か
ら

す
と
い

へ
と
も

こ
と
は
り
は
所
に
し
た
か
ひ
て
か
は
る
事
な
し
む
か
し

釈
迦
如
来
西
天
に
出
た
ま
ひ
て
五
十
鯨

の
御
の
り

み
な
梵
天
の

詞

を
か
り
て
説
給
ひ
し

か
は
そ
の
国

人
さ
と
る
事
を
え
た
り
さ

か
ひ
は
る
か

に
し
て
東

土
に
わ
た
る
事
仏
か
く
れ
さ
せ
給

ひ

て
後
ち
と

せ
あ
ま
り
に
も
や
な
り
に
け
む
後
漢

の
明
帝

の
と
き
摩
騰
法
蘭

の
ふ
た
り

の
聖

と

も
な

ひ
て

梵
簾
を
さ

ゝ
け
来
し
か
と
も
音
韻
か

は
り
て
こ
ゝ
ろ

を
得
る
事
か
た

か
り
し
か
は
其
国
人

に
く
み
し
て
こ
そ

翻
訳
を
は
遂
侍

り

つ
れ
是
を
始
と
し

て
あ
る
ひ
は

経

論
の
本
文
を
為
て
渡
し
あ
る
ひ
は
如
来

の
蜜

語
を

つ
た

へ
き
た
る
彼
震
旦

の
み
な
ら

す
十
方
世
界

に
ひ
ろ
め
ほ
と
り
な
き
衆
生
を
利
益

し
ひ
ろ
き

御
め
く
み
あ
げ

て
か
そ
ふ

へ
か
ら
す
中

に
も
此
大
和

嶋
根
は
粟
散

辺
地
と
い
ひ
な
か
ら

円

な
る
を
し

へ
を

う
け
侍

る
事
な
を
し
黄
葉

の
風
を
ま

ち
て
落

な
む
と
し
清
水
の
月
を
う
か
め
て
あ

き
ら
か
な
ら
ん

と
す
る
に
こ
と
な
ら
す
し
か
あ
れ
は
欽
明
の
か
し
こ
き

(
一

・
ウ

)

(
二

・
オ

)

御
代
に
く
た
ら
人
仏
像

経
巻

を
貢
し
奉

り
し

よ
り
こ
の
か
た
異
域
の
三
蔵

は
船

に
の
せ
て
は
こ
ひ

こ
の
国

の
沙
門
は
浪
を
し

の
ひ
て
と
ふ
ら
ふ
に
よ
り
て

五
千
余

巻

の
数
の
こ
ら
す
そ
の
外
四
依

の
判

尺
ま

て

も
渡
り
に
き
法

の
水
は
東
に
流
る
と
い

へ
る
も

こ
と
は
り
に
こ
そ
奥
・に
詩
は
唐
国

の

諺

と
し
て

こ
ゝ
う
さ
し
を
あ
ら
は
し
寄
は
和
朝
の
風
流
と
し

て
思
を
の

へ
侍
り
か
る
か
ゆ

へ
に
あ
め
の
し
た
長
閑
な
る

御
代
に
は
か
な
ら
す
是
を
興
し
浪

の
声
し

つ
か
な

る

時
は
み
な
か
れ
を
あ

つ
め
給
ふ
万
葉
集
に
は
し
ま
り

て
新
続
古
今
集

に
い
た
る
ま
て
は
た
ち
あ
ま
り

の

数
に
な
む
な
り
侍
り
ぬ
そ

の
中
に
万
葉
古
今
後
撰

ま

て
は
雑
部

の
寄
の
中

に

釈
教

部
類

の
寄
み
え

侍
ら
す
拾
遺
集
よ
り
以
来
そ
の
た
く
ひ
を
載
侍
り

殊
に
千
載
新
古
今
な
と
こ
そ
経
文
を
題
と
し
て
詞

の
花
を
散
し
法
門
を
も
と
ゝ
し
て
玉
の

響

を
ふ
る
ふ

事
お
ほ
く
み
え
侍
れ
け
た
し
俊

成
定
家
も

こ
れ
を

こ
と

ゝ
し
て
縁
を
結

ひ
慈
鎮
西
行
も
そ
の
旨
を
得

て

物
を
す
く
ふ
な
ら
し
震
に
当
世
弘
経
の
師
人
の
耳
を

驚

し
心
を
か
た
ふ
け
し
め
む
が
た
め
に
あ
る
時
は
五

経

六

籍
の

文
章

を
弄
し
あ

る
時

は
長
歌
短
寄

の
義
理

を
ひ
ろ
ふ
事
侍
り
た
と

へ
を
か
り
詞
を
引
に
お
な
し
を

し
え
の
み
ち

好
処

に
ち
か
け
れ
は
さ
と
り
し
る

こ
と
や

(
=

・
ウ

)

(
三

・
オ

)

(
三

・
ウ

)
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い
は
ん

び

る

し
や

な

ゐ
ん
も
ん

す
し

況

や
こ
の
日
の
も
と
は
毘
盧
遮

那
印
文
の
地

な
れ
は
そ

の
さ

へ
つ
り
天
竺
の
風
俗
に

か
よ

へ
り
さ
れ
は

だ

る

ま

を
し
や
う

を

匡

だ

い

そ
う

達
磨
和
尚
は
と
み
の
緒
川

の
な
か
れ
を

お
も
ひ
菩
提
僧

正

は
迦
毘
羅
衛

の

契

を
わ
す

る
ゝ
事

な
し
し
か
あ
る

に
よ
り
て
管

見
を
も

つ
て
代
く

の
撰

集

の
う
ち
は

い
ふ
に
お
よ
は
す
浦

く

に
か
き
を
け

る
も
し
ほ
草
家

く

に

払

す
て
た
る

こ
と

の
葉

の
塵
ま

て
も
目
に
見

耳
に
き
け
る
程

の
経
文
法
門

の
寄
を
か

き
し
る
し

名

つ
け

て
訳
和
和
歌
集
と
い
ふ
季
節
に

し
た
か
ひ

て
花
鳥
風
月
を

つ
ぎ
詞
を
さ
き
と
し
て
雨
露
霜
雪

を

つ
ら
ぬ
る
に
あ
ら
す
た
ゴ
経
く
品
く

の
次
第
に
ま
か
せ

仏
く
尊
く

の
位
階
を
な
ら
ふ
ね
か
ふ
処

お
ほ
か
ら
す

そ

こ

ん

な

ん

こ

し
ん
に
よ

ゑ

鹿
言
も
軟
語
も
真
如

の
海
中
に
会
し
て

へ
た

せ
ん
み
や
う

し
ん
か
う

ひ
や
う
と
う
し
や
う

つ
る
処
な
く
浅

名
も
深
号
も
平

等

性

の
う
ち

に
こ
も
り
て
お
も
む
き
を
わ
す
れ
は
て
ん
と

い
ふ

こ
と
し
か
り

【
校

異
】

(
四

・
才

)

(
四

・
ウ

)

白

紙

二

・
ウ

)
①

序
題

ナ

シ
i

訳
和

和
歌
集

序

実
海

撰

[
内
]

、
①

こ
と

の
葉

は
ー

そ

れ

こ
と

の
葉

は

[
内
]

、
③

釈
迦
如

来
-

大

聖
釈
尊

[
内

]
、
③

五
十
余
ー

五
十
年

余

[
内
]

、
④

梵

天
i

梵

文

[内

]

、

④

か

り

て
ー

か
り

[
内

]
、
④

国

人
ー

国

の
人

[内

]
、
⑤

え

た

り
ー

え
た

り

き

[内

]

、
⑦

な

り
に
け

む
1

成
け

ん

[内

]
、
⑩

か
た

か
り

し

か
は
ー

か

た
か

り
き

し

か
は
あ

れ

と

[
内

]
、
⑩

国

人
ー

国

の
人

[
内

]

、

(
二

・
オ

)

②

本

文
-

梵

文

[
内

]

、

②

渡

し

ー

き

た

り

[
内

]

、

②

如

来

の
1

如

来

[
内

]

、

③

震

旦

i

所

[
内

]

、

③

十

方

ー

あ

ま

ね

く

十

方

[
内

]

、

④

利

益

し

ー

利

益

せ

し

[内

]

、

⑥

粟

-

栗

[
内

]

、

⑥

な

か

ら

ー

ナ

シ

[
内

]

、

⑥

を

し

へ
ー

お

し

へ

[内

]

、

⑦

侍

る

事

な

を

し

ー

侍

へ
き

こ

と

は

な

を

し

[
内

]

、

⑧

な

む

ー

な

ん

[
内

]

、

⑧

う

か

め

て
ー

う

か

へ
て

[
内

]

、

⑩

く

た

ら

ー

く

た

し

[
内

]

、

⑩

奉

り

し
ー

奉

り

て

[
内

]

、

(
二

・
ウ

)

①

の

せ

て
ー

の

せ

し

め

て

[
内

]

、

②

し

の

ひ

て
1

凌

て

[
内

]

、

③

そ

の

外

ー

ナ

シ

[
内

]

、

③

四
依

の
ー

四

依

[内

]

、

④

渡

り

に

き

ー

わ

た

り

き

[内

]

、

④

東

に
ー

東

へ

[
内

]

、

④

い

へ
る

も
ー

い

へ
は

[
内

]

、

⑤

こ

と

は

り
ー

こ

と

わ

り

[
内

]

、

⑤

唐

国

ー

唐

[
内

]

、

⑥

風

流

ー

風

[内

]

、

⑧

声

1

お

と

[
内

]

、

(
三

・
オ

)

①

に

な

む

な

り

侍

り

ぬ

ー

つ
も

り

ぬ

[
内

]

、

①

雑

部

の
寄

-

雑

寄

[内

]

、

③

そ

の
ー

そ

こ

の

[
内

]

、

⑤

ふ

る

ふ

ー

う

る

[
内

]

、

⑥

お

ほ

く

ー

ナ

シ

[
内

]

、

⑧

す

く

ふ

な

ら

し

ー

す

く

ふ

に

よ

る

な

ら

し

[
内

]

、

⑧

弘

経

-

仏

経

[内

]

、

⑧

人

ー

ナ

シ

[内

]

、

⑨

し

め

む

ー

し

め

ん

[
内

]

、

⑩

義

理
ー

儀

理

[
内

]

、

(
三

・
ウ

)

①

詞

i

類

[
内

]

、

①

お

な

し

を

し

え
ー

お

な

し

そ

れ

お

し

へ

[
内

]

、

④

天

竺

-

南

天

竺

[
内

]

、

⑤

な

か

れ

ー

ゆ

く

ゑ

[
内

]

、

⑥

迦
-

加

[内

]

、

⑦

代

く

の
ー

代

く

[
内
]
、

⑧
浦

く

ー

う

ち

く

[
内
]

、
⑨

払

1

は
き

[内

]
、
⑩

き
け
る
ー

き

こ
ゆ

る

[内

]
、

(
四

・
オ

)
①

名

つ
け

て
ー

両

巻
と

な

し

て
名

つ
け

て

[
内
]

、
①

訳
和

和
歌
集
ー

法

花

訳

和
集

[
承
]
、

③

ま
か

せ
ー

ま

か

せ
て

[
内
]

、
④

な
ら

ふ
ー

な

ら
ふ

る

[
内
]

、
⑤

鹿

言
も

軟

語
も
1

鹿
言
軟

言

も

[
内
]

、
⑤

へ
た

つ
る
処
ー

へ
た

て

[
内
]

、
⑥

平

等

性

の
う
ち
1

平
等

性
地

の
中

[
内

]
、
⑦

は
て

ん

一52一



1

は
て

む

[内

]

訳
和
和
歌
集

一

武
州
星
野
山
実
海
撰

(
訳
和

一
・
一
・
オ
)

法
花
経
部
附
開
結
二
経

無

量

義

経

の
四
十
余
年

未
・
顕

二真
実

}
の
心
を

藏
賢
法
師

1

今
そ
し
る
四
十
年
余

の
こ
と
の
葉

に
あ
ら
は
れ
さ
り
し
露
の
光
を

釈
迦
如
来
は
十
九
に
し
て
が

や

城

を

い
て
ゝ
三
十

の
御

と
し
成

道
し
給
ひ
て
そ

の

朝

よ
り
御
説
法
あ
り

し
に
五
十
余
年
の
あ
ひ
た
さ

ま
く

の
経
あ
り

さ
れ
と
も
四
十
余
年
の
説
は

み
な
法
花
経
を

と
き
給
は
ん
か
た
め

の
方
便

な
り
仏
寿
七

十
二
歳
に
し
て
ま
さ
に
法
花

経
を
と
き
給
ふ
に

ま

つ
序
分
の
無
量
義
経
を
と
き
給
ふ
ゆ

へ

に
す
き
に
し
御

の
り
は

い

つ
れ
も
方
便

の
説

な

り
い
ま
こ
そ
真
実

の
理
は
あ
ら
は
れ
侍
ら
め

と

い
ふ

こ
ゝ
う
な
り
こ
と
葉

を
露
と
い
ふ
事
侍
れ

は
露
と

い
ひ
露

は
又
ひ
か
り
あ

る
も
の
な
れ
は

つ
ゆ
の
ひ
か
り
を
と
い

へ
る
な
り

二

・
ウ

)

【
校
異

】

二

・
オ
)

①
②

訳

和
和

歌
集

一

武

州

星
野
山
実

海
撰

法
花

経

部
附

開

結

二
経
i

訳

和
和
歌

集
法
花
経
部

附
開
結
二
経

[内

]
ー

法
花

訳

和
集

一

武

州
星

野
山

実
海

撰

法

花
経

附

開
結

二
経

[
承
]

、

23

③

心

を
ー

こ

ゝ
ろ

を
よ

み
侍

り
け

る

[
内
]
、

⑤
今

そ

し
る
ー

い
ま
そ

み

る

[
内
]

今

そ
み

る

[
承
]
、

⑤

四
十
年

余
ー

四
十

余

[
内
]

、
⑤

あ
ら

は
れ
さ

り

し
ー

あ
ら

は
さ

さ
り

し

[
承
]
、

⑥

に
し

て
ー

に
て

[内

]
、
⑧

経

あ
り
ー

経

を
説

給

へ
り

[
内
]
、

⑨

四
十
余

年
ー

四

十

年

[
内

]
、
⑨

説
ー

説
法

[
内

]
、

⑩
仏

寿
ー

仏
寿

の

[内

]
、

二

・
ウ
)
①

法
花

経
ー

法
花

[
内

]
、

②

と
き
ー

の

へ

[
内

]
、
③

す

ぎ

に
し
ー

過

に
し
か

た

の

[
内

]
、
⑤

こ
と
葉

を
ー

こ
と
葉

の

[
内
]

、

⑤

い
ふ
事
侍

れ
は
ー

い
ひ
侍

れ

は

[
内

]
、
⑥

い
ひ
ー

い
ふ

[
内
]

、

⑦

ひ
か
り

を
ー

ひ
か

り

[内

]

法

印

献

円

四

十

年

余

な

を

忍

ひ

け

る

こ

と

の
葉

を

今

は

と

散

す

鷲

の

山

風

お

な

し

文

の

こ

ゝ

う

な

り

は

う

へ
ん

の
序

に

は

真

実

の
理

を

は

つ
ゝ

み

給

へ
は

し

の

ふ

と

い
ふ

也

わ

し

の

(
二

・
オ

)

山

は

法

花

経

と

き

給

へ
る

所

な

れ

は

い

ま

は

と

ち

ら

す

と

い

ふ

な

り

【
校

異

】

(
一

・
ウ
)
⑨

集
付

ナ

シ
ー

〈和
歌

ノ
右

肩

二
〉

玉
葉

[
内

]
、

⑨

四

十
年
余
-

四

十
余

[
内
]

、
⑨

今

は
1
今

日

[内

]
、

(
二

・
オ
)
②

山
-

山
風

[
内
]
、

②

法
花

経
ー

法
花

[
内
]

、
③

い
ふ

な
り
ー

云
歎

詞

の
葉

の
縁

也

[内

]

後

京

極

摂

政

太

政

大

臣

胸

の

月

け

ふ

の

み

空

を

待

と

て

や

四

十

年

の

雲

に

雲

か

く

れ

け

む

む

ね

の
月

と

は

ほ

と

け

の
御

む

ね

の

う

ち

に

ふ

か

く

秘

し

給

ひ

し

妙

法

は

わ

し

の

御

山

の

お

り

か

ら

を

ま

つ
と

て

や

四

十

年

の

あ

ひ

た

は

く

も

か

く

れ

し

て
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4

あ

ら

は

れ

す

や

あ

り

け

ん

と

な

り

四

十

年

の
雲

は

ま

よ

ひ

の

く

も

な

り

四

十

を

は

ま

と

は

ぬ

と

し

と

申

ゆ

へ
に

か

く

よ

み

た

ま

へ
る

な

り

(
二

・
ウ

)

【校

異

】

(
二

・
オ
)
⑤

集
付

ナ

シ
ー

秋

篠

[
内
]

、
⑤

四

十
年
-

四
十

[
内

]
、

⑤

け
む
ー

け

ん

[内

]
、

⑥

ほ
と

け

の
ー

仏

[
内

]
、
⑧

四

十
年
ー

四

十

余
年

[
内
]

、
⑨

四

十
年
-

四

十
余

年

[内

]

、
⑩

四
十
-

四
十

余

[内

]
、

⑩

ま
と

は
ぬ
ー

ま

よ
は

ぬ

[内

]

、

(
二

・
ウ
)
①

ゆ

へ
に

ー

故

[内

]
、

①

な
り
ー

歎

[
内

]

参

議

雅

経

我

も

又

四

十

年

あ

ま

り

は

過

に

け

り

頼

む

心

の

光

あ

ら

は

せ

二
千
余

廻

の
そ
の
か
み
は
も

ろ

く

の
衆
生

の
心
を

四

十

年

に

と

ゝ

の

へ
て

み

な

仏

道

を

成

せ

し

め

給

へ
り

そ

れ

を

い

ま

作

者

の
わ

か

年

の

四

十

年

に

お

も

ひ

あ

は

せ

て

わ

か

こ

ゝ

ろ

は

四

十

年

ふ

れ

と

も

な

と

む

ね

の

ひ

か

り

を

あ

ら

は

さ

ぬ

と

責

給

へ

る

こ

ゝ

う

な

り

【
校

異

】

(
二

・
ウ
)
③

四

十
年
ー

四

十
余

[内

]
、

④

そ

の
か
み
は
ー

其

か
み

[内

]
、

⑤

四
十

年
ー

四
十
余

年

[内

]
、

⑤
と

ゝ
の

へ
て
ー

調

へ
給

ひ
て

[内

]
、

⑤
成

せ

し
め
ー

な

ら

し
め

[
内
]

、
⑧

む
ね

の

ひ
か
り

1

胸

の
月

の
光

[内

]

、
⑧

あ
ら

は
さ

ぬ
ー

顕

し
侍

ら

ぬ

[
内

]
、
⑧

給

へ
る
ー

侍

る

[内

]

中

納

言

為

藤

結

縁

経

供

養

し

け

る

に

徳

行

品

の

こ

ゝ

ろ

を

惟

宗

光

吉

朝

臣

(
三

・
オ

)

56

濁

え

に

影

見

る

は

か

り

す

み

か

え

て
水

こ

そ

月

の

心

な

り

け

れ

是

は

彼

品

の
中

に

菩

薩

の
徳

を

讃

る

に

其

心

禅

寂

常

在

二
三

ー
昧

}
と

い

へ
る

文

あ

り

心

は

仏

も

菩

薩

も

は

し

め

は

み

な

凡

夫

な

れ

は

に

こ

れ

る

心

な

る

を

影

の
う

つ

る

は

か

り

に

定

に

入

て

す

ま

し

た

り

と

い

ふ

心

な

り
禅

寂

と

は

静

な

る

義

な

り

三

昧

と

は

座

禅

の
事

な

り

【
校
異

】

(
二

・
ウ
)
⑩

結

縁

経
ー

周

忌

に
結

縁
経

[
内
]

、

(
三

・
オ
)
②

集
付

ナ

シ
i

新

続
古

[
内

]
、
②

か
え

て
ー

か

へ
て

[内

]
、
②

け

れ

ー

け
り

[内

]

、
④

い

へ
る
ー

云

[
内
]
、

④

仏
も
i

仏

[内

]
、

⑤

は

し
め
ー

そ

の
か

み

[
内

]
、
⑤

に

こ
れ
る
心
-

濁
心

[
内
]

、
⑥

は

か

り
に
i

斗

に
て

よ
く

[
内
]

、
⑦

義
i

儀

[内

]

布

二
善

種

ー
子

二
遍

二
功

-
徳

田

一
普

下
令

二
一
切

二発

中
菩

提

上
と

い
ふ

文

を

選

子

内

親

王

か

く

は

か

り

人

の

心

に

ま

か

せ

た

る

仏

の
た

ね

を

も

と

め

け

る

哉

(
三

・
ウ

)

成

仏

の
種

は

本

来

衆

生

の

心

中

に

あ

る

物

に

し

て

よ

そ

よ

り

は

植

ぬ

も

の

也

し

か

る

を

ま

よ

へ
る

も

の

ぞ

身

の

外

に

も

と

む

る

は

を

う

か

な

る

【
校

異

】

(三

・
オ
)

⑨
⑩

布

～

文
を
ー

ナ

シ

[内

]

(
三

・
ウ
)
②

成

仏

の

種

は
ー

是
も

布
善

種

子
遍
功

徳

田
普

金

二
切
発
菩

提
心

と

い

へ
る

文

の
心
を

よ
め

る

か
成
仏

の
種

は

[
内
]

、
②

に
し

て
ー

に

て

[
内

]
、

③

よ

そ
よ
り

は
ー

よ

そ
に

は

[内

]
、
④

も

の
ぞ
ー

も

の
ゝ

[
内

]

一54一
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[承
]
、
④
を
う
か
な
る
ー

お
ろ
か
な
る
な
り

[内
]

船

師
大

船

師

の
こ
ゝ
ろ

を

前

中
納
言
定
家

わ
た
し
守
出
す
舟
路
は
程
も
な
し
身
は
此
き
し
に
霧
は
れ
す
共

こ
れ
も
菩
薩

の
衆
生
を
す
く

ひ
生
死
の
大
海
を

渡
し
て
浬
藥

の
彼

の
き
し
に

つ
く

る
は
さ
な
か
ら

渡

も
り
の
人
を
渡
に
異
な
ら
す

さ
れ
は
煩
悩
の
霧
は
晴

す
と
も
程
な
く
彼
き
し
に

い
た
ら
む
と
な

り

(
四

・
オ
)

【校
異
】

(三

・
ウ
)
⑦
な
し
ー
あ
ら
し

[承
]
、
⑧
す
く
ひ
ー
す
く
ひ
て

[内
]
、

(四

・
オ
)
①
い
た
ら
む
ー
至
り
な
ん

[内
]

後

京
極

と
も

つ
な
は
生
死

の
き
し
に
と
き
捨

て
解
脱

の
風
に

礒

せ
よ

一
切
衆
生

の
生
死

の
海
に

漂

て
出
も
や
ら
ぬ
を
菩

薩
の
船
師
と
も

つ
な
を
と
き
捨

て
解
脱
の
風
の

吹
く
る
に

つ
け
て
船
を
も
よ

ほ
せ
と
な
り

【校
異
】

(四

・
オ
)
②
後
京
極
ー
後
京
極
摂
政
太
政
大
臣

[内
]
俊
成

[承
]
、

③
集
付
ナ
シ
ー
秋
篠

[内
]

扇

二
解
-
脱
風

一除
二
世
悩
熱

一と
い

へ
る
心
を

法

印
源
忠

山

の
端

の
雲

に
入
日
は
残
れ
と
も
涼
し
く
な
り
ぬ
松
の
下
風

寄
の
心
あ
ら
は
な
り
経
文
に
あ
は
せ
て
見
給
ふ

へ
し

【校
異
】

(四

・
オ
)
⑨
集
付
ナ
シ
ー
新
拾
遺

[内
]

題
不
知

定
家

(四

・
ウ
)

101112

た

の

も

し

な

光

さ

し

そ

ふ

三

日

月

を

世

を

照

す

へ
き

初

と

や

み

ぬ

法

花

経

と

き

給

は

ん

と

ほ

の

め

き

給

へ
る

ほ

と

け

の

御

か

ほ

は

せ

見

奉

る

か

こ

と

く

そ

侍

ん

や

み

ぬ

や

は

見

奉

ら

ぬ

と

な

り

【
校

異

】

(四

・
ウ
)
①

題

不
知
ー

ナ

シ

[内

]

、
①
定

家
-

前
中
納

言
定

家

[
内

]
、
②

集
付

ナ

シ
ー

玉
葉

[
内
]

、
④

か

こ
と
く
ー

こ
と

く

[内

]
、
④

侍

ん
や

み
ぬ
や

は
ー

侍

る
と

や

み
ぬ

は
や

は

[
内

]
④

見

(
マ

マ
)

く
わ
い

け
ち
え
ん
き
や
う
く
や
う

回

に

結

縁

経

供

養

し

け

る

ー

見

み

[
内

]
民

部

卿

為

藤

一

時

無

量

義

経

十

功

徳

品

を大

江

広

房

し

は

し

猶

舟

さ

し

と

め

よ

渡

守

の

り

を

く

れ

た

る

人

も

こ

そ

あ

れ

諸

仏

菩

薩

は

生

死

の
海

の

わ

た

し

守

な

れ

は

す

ゑ

の

世

の

わ

れ

ら

か

た

め

に

し

は

し

と

ゝ
ま

れ

と

也

(
五

・
オ

)

【
校

異

】

(四

・
ウ
)
⑦

経
-

経

の

[内

]

、
⑨

を
く

れ
ー

お

く
れ

[
内
]

、

(
五

・
オ
)

①
世
-

代

[
内

]
、

〈
11
番
歌

ト

ー2
番

歌

ノ
間

ニ
ー
首

〉

除
世

熱
悩

致
法

清
涼

六
月

の
道

ゆ
く
人

も
思

し

る
法

の
涼

し
さ

い
た
す
誓

を

[
内
]

法

花

経七

十

二

歳

説

法

花

経

の
心

を

大

僧

正

隆

弁

七

十

年

の

春

を

む

か

へ
て

説

そ

め

し

の

り

の

衣

の
花

の

し

た

ひ

も

寄

の

心

経

文

の

こ

ゝ

ろ

あ

ら

は

な

り

【
校

異
】

(五

・
オ
)
③

心

を
ー

心

を

よ

み
侍
り

け

る

[
内
]
、

⑤
む

か

へ
て
ー

一55一
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か

さ
ね

て

[
内
]

[
承
]

前

中

納

言

定

家

の

り

の
花

き

く

の

朝

露

や

と

り

き

て

も

ら

す

数

な

き

光

を

そ

ま

つ

是

は

聞

と

い

ふ

字

を

菊

に

も

た

せ

て

よ

め

り

一
字

一
句

を

き

く

も

の
も

菩

提

の

み

ち

に

入

ぬ

れ

は

も

ら

す

数

な

き

と

い

ふ

な

り

(
五

・
ウ

)

【
校
異

】

(
五

・
オ

)
⑧
集

付

ナ

シ
ー

愚
草

[内

]
、

(
五

・
ウ

)
①

な
き

と

い

ふ
な

り
ー

な

し
と

は
云
な

り

[内

]

久

安

百

首

の

寄

の
中

に

皇

太

后

宮

大

夫

俊

成

は

る

か

に

も

匂

ひ

け

る

哉

の

り

の

花

の
ち

の

い

ほ

と

せ

猶

さ

か

り

也

鷲

の
御

山

の
花

は

ひ

と

度

咲

て

後

五

百

歳

の

末

の

世

ま

て

も

そ

の

に

ほ

ひ

か

は

ら

す

と

は

法

花

経

の

利

益

の

尽

せ

ぬ

な

る

へ
し

【
校

異

】

(五

・
ウ

)
④

集
付

ナ

シ
ー

続

後
拾

[内

]
、
④

い
ほ

と
せ
ー

い
を
と

せ

[
内
]

、
⑤

御

山
ー

深
山

[
内

]
、
⑥

と

は
ー

と

い

へ
る

は

[
内

]
、

⑥

法

花
経

-

法
花

[
内

]

妙

法

蓮

花

の

こ

ゝ

ろ

を

後

京

極

わ

し

の
山

八

年

の

の

り

を

い

か

に

し

て

こ

の

花

に

し

も

た

と

へ
そ

め

け

む

万
木

の
に
ほ
ひ
千
種

の
花
し
な

く

な
る
に
と
り
わ
き

(
六

・
オ
)

蓮

に

此

御

の

り

を

た

と

へ
け

る

誠

に

そ

の

縁

あ

り

か

た

き

事

を

い

へ
る

な

る

へ
し

経

為

二
題

-
目

「
仏

為

・
眼

知

「
汝

1617

花

-
中

植

二

善

-
根

一
と

い

ふ

心

欺

【
校

異

】

(五

・
ウ
)
⑧

妙
法

蓮
華

の

こ

ゝ
ろ

を
ー

妙
法

蓮
華

を

[
内
]

、
⑨

後

京
極
-

後
京
極

摂
政

太
政

大
臣

[内

]
、
⑩

集

付

ナ

シ
ー

秋
篠

[
内

]
、

(六

・
オ
)
④

と

い
ふ
心

歎
ー

と

い

へ
る
心
歎

[内

]

序

品

の
如

・
是

我

聞

の

こ

ゝ

ろ

を

前

大

僧

正

慈

鎮

い

は

し

水

い

ま

い

ふ

人

の

こ

と

の
葉

の
さ

な

か

ら

う

か

ふ

御

の

り

な

り

け

り

仏

法

大

海

水

流

入

阿

難

心

と

て

仏

の
説

給

へ
る

御

法

の

水

は

み

な

阿

難

尊

者

の
心

の
海

へ
な

か

れ

つ
た

は

り

て

す

ゑ

の
世

を

利

益

し

侍

る

也

殊

に

仏

の
説

に

す

こ

し

も

た

か

は

ぬ

事

を

さ

な

か

ら

う

か

ふ

と

い

ふ

也

(
六

・
ウ

)

【
校
異

】

(
六

・
オ

)
⑦
御

の
り
ー

流

[
内

]
、
⑧

給

へ
る
ー

給

ふ

[内

]

、
⑧

御

法

の
1

御
法

[
内

]
、
⑨

つ
た
は

り
ー

つ
た
わ

り

[
内
]

、
⑩

侍

る

也
ー

侍

れ
は
な

り

[内

]

序

品

の

こ

ゝ
ろ

読

侍

り

け

る

に藤

原

伊

綱

春
こ
と
に
歎
し
も
の
を
法

の
庭
ち
る
か
う
れ
し
き
花
も
有
け
り

春

の
花
を
惜
む
に
よ
り
て
各
な
き
風
を

恨

雨
を

厭

は
世
の
常
の
人

の
心
な
ら
ひ
な

る
に
法
花
経
と
き
そ

め
給
ひ
し
時
天
よ
り
曼
陀
曼
殊
と
て
四
の
花

の

降
く
た
り
し
を
は

一
会

の
大
衆

み
な

悦

ひ
あ

へ
り

か
ゝ
る
た
め
し
も
世
に
は
あ
り
け
る
と
也
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【
校
異

】

(
六

・
ウ
)

②
け

る

に
ー

け

る

[
内
]

、
⑤

恨

雨

を

厭

は
ー

恨
侍

る

は

[内

]
、

⑦

と

て
四

の
花

の
ー

と

い
ふ
花

[内

]

、
⑨

た
め

し
も
ー

た
め

し

[内

]

権

中

納

言

行

成

昔
み
し
花

の
色

く

散
か
ふ
は
け

ふ

の
御
法
の
た
め
し
成
ら
ん
(
七

・
オ

)

い

ま

の
釈

迦

の
鷲

の
御

山

の

春

の

み

な

ら

す

い

に

し

へ

燈

明

仏

と

中

せ

し

仏

の
法

花

経

と

き

給

ひ

し

時

か

ゝ

る

花

の
降

て

こ

そ

侍

し

さ

れ

は

け

ふ

も

又

し

か

る

へ

し

と

た

の
も

し

く

そ

侍

り

け

る

【
校
異

】

(
六

・
ウ
)
⑩

権

中
納

言
-
権

大

納
言

[
承

]
、

(
七

・
オ
)
①

集
付

ナ

シ
ー

新

勅

[内

]
、

②

い
ま

の
1
今

[内

]

、
③
時

ー

時
も

[
内
]

、

④

侍

し
ー

侍

し

か

[
内

]
久

我

内

大

臣

法
の
だ
め
の

へ
し
深
山
の
苔
む
し

ろ
ま

つ
色

く

の
花
そ
降

し
く

【
校

異
】

(七

・
オ
)

⑦
集

付
ナ

シ
ー

玉
葉

[内

]

西

行

法

師

散

ま

よ

ふ

花

の
匂

ひ

を

先

た

て

ゝ

光

を

法

の
莚

に

そ

し

く

【
校

異

】

(七

・
オ

)
⑨
集

付

ナ

シ
ー

風
雅

[内

]
、

⑨

ま
よ

ふ
ー

ま

か
ふ

[
承
]
、

花

の
香

を

つ
ら

な

る

袖

に

吹

し

め

て

さ

か

り

を

風

の
散

す

な

り

け

り

三

首

ま

へ
に

お

な

し

(
七

・
ウ

)

【
校

異

】

(
七

・
オ
)
⑩

集
付

ナ

シ
ー

出
家

[
内
]

、
⑩

袖
ー

軒

[
承

]
、
⑩

さ

か

り
ー
さ

と

り
を

[
内
]

さ

と
れ

と

[
承
]
、

(
七

・
ウ
)
①

ま

へ
に

222324

お
な
し
1
同
前

[内
]

源
家
長
朝
臣
す

ゝ
め
侍

り
け
る

一
品
経

の
寄

の

中
に
序
品
の
心
を
読
侍

り
け
る藤

原
為
家
朝
臣

ま
た
し
ら
ぬ
空

の
光

に
ふ
る
花
は
御

の
り
の
雨
の
は
し
め
成
け
り

法
花
経
の
会
座

に
は
八
万
の
菩
薩

万
二
千
の

声

聞
そ
の
外
天
竜
八
部
か
す

限

も
な
く
袖
を

列

て
座
せ

り
香
は
し
き
風
ふ
き

て
花

の
匂
ひ
を
袖

に
吹

し
め

た
る
外
に
は
御

の
り

の
花
と

て
も
あ
ら
し
と
云
心
歎

【校
異
】

(七

・
ウ
)
③
読
侍
り
け
る
ー
ナ
シ

[内
]
、
⑤
集
付
ナ
シ
ー
新
後
拾

[内
]
、
⑤
光
に
i
光
を

[内
]
、
⑥
二
千
ー
二
千
人

[内
]
、
⑦

限

も
な
く
1
限
り
な
く

[内
]
、
⑦
座
せ
り
ー
列
座
せ
り

[内
]
、
⑧

香
は
し
き
ー
か
ん
は
し
き

[内
]

権
中
納
言
雅
縁

今
そ
し
る
御

の
り
の
花
も
ふ
る
き
世
に
た
め
し
有
け
る
人

の
を
し
え
を

(
八

・
オ
)

【校
異
】

(八

・
オ
)
①
集
付
ナ
シ
ー
新
続
古
今

[内
]

人

の
も
と
に

一
品
経
供
養
し
け
る
時
序
品
の
心
を

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

残
な
く
て
ら
す
光
に
尋
れ
は
昔

の
こ
と
も
く
も
ら
さ
り
け
り

序
品
の
時
六
の
瑞
相
あ
り
け
る
を

驚

て

一
会

の
大
衆

に

替

て
弥
勒
菩
薩
文
殊
大
士
に
い
か
な
る
法
を
と
き

給
は
ん
と
て
か

ゝ
る
ふ
し
き

の
事
を

現

し
給
ふ
そ
と
問

一57一
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給

ひ

し

に

む

か

し

燈

明

仏

と

申

せ

し

仏

の

世

に

か

ゝ

る

瑞

相

侍

し

に

す

こ

し

も

た

か

は

す

さ

れ

は

六

の

瑞

相

を

見

せ

し

め

給

ひ

て

は

法

花

経

と

い

ふ

経

を

こ

そ

宣

給

ひ

し

か

そ

の

こ

と

く

い

ま

の
釈

尊

も

又

さ

こ

そ

侍

ら

め

と
(
八

・
ウ

)

答

し

に

ほ

ゴ

こ

れ

を

聞

て

み

な

ゑ

み

を

ふ

く

み
悦

ひ

を

な

し

て

待

奉

る

と

み

え

侍

り

今

の

前

首

の

寄

に

ふ

る

き

世

と

い

ひ

昔

の

事

と

い

へ
る

は

か

れ

を

さ

す

な

る

へ
し

ま

へ
の

寄

は

昔

を

引

て

今

の
事

を

は

か

り

後

の

寄

は

い

ま

を

も

つ

て

昔

を

は

か

り

し

る

心

也

【
校

異
】

(
八

・
オ
)
⑦

給

は
ん
1

給

は

む

[
内

]
、
⑧

給

ひ
し
に
ー

給

へ
は

[内

]
、

⑧

世

に
ー

世

に
も

[内

]
、

⑩

い
ふ
ー

申

[
内

]
、

(
八

・

ウ
)

①

さ

こ
そ
ー

さ

こ
そ

は

[内

]
、

③
待

奉
る
1

待
奉

り
侍

し

[内

]

、
⑤

は

か
り
ー

は

か
り

云

[内

]

清

少

納

言

白

妙

の

光

に

ま

か

ふ

色

み

て
や

ひ

も

と

く

花

を

兼

て

し

る

ら

ん

【
校

異

】

(
八

・
ウ
)
⑦

清

少
納

言
ー

清

少
納

言
女

[
内
]

[
承
]

、
⑧
集

付

ナ

シ
ー

新

拾

遺

[
内

]

前

大

僧

正

慈

鎮

昔

を

も

さ

や

か

に

そ

見

る

出

る

日

に

む

か

ふ

光

の
く

も

り

な

け

れ

は

【
校

異

】

(
八

・
ウ
〉

⑨

詞
書

ナ

シ
ー

照

干
東
方

の
心

を

[
内

]
、
⑩

集
付

ナ

シ

ー

新

続
古

今

[
内
]

、
⑩

く

も

り
1

白

雲

[内

]

入

道

親

王

尊

円

(
九

・
オ

)

2728

春

の
く
る
か
た
を

て
ら
し
て
法

の
花
ひ
ら
く
る
時
を
世
に
そ
知
す
る

白
妙
の

光

と
は
六
の
瑞
相

の
中
に
放

光

瑞
と
て
仏

の
ふ
た

つ
の
御

眼

の
あ
ひ
た
に
し
ろ
き
毫
ひ
と
筋

あ
り
右
に
巻
て
針

の
こ
と
し
彼
毛
よ
り
光
を

放

て

霊

鷲

山
よ
り

東

の
か
た

一
万
八
千

の
仏
国
を
照
し
給

へ
り
現

在
諸
仏
の
道

の
か
は
り
侍
ら
ぬ
事
を
大
衆

に
見
せ
し
め
む
と
也
ひ
も
と
く
花
と
は
か
の
瑞
を

み

侍
り
て
法
花
経
と
き
給
は
ん
事
を
兼

て
し
る
と

な
り
出
る
日
に
む
か
ふ
光
と

い
へ
る
も
お
な
し
事
な
る

へ
し
又
春
の
く
る
か
た
を
照
す
と

い
へ
る
も
春

は
ひ
か

(九

・
ウ
)

し
よ
り
い
た
る
な
れ
は
か
く

い

へ
り

【校
異
】

(九

・
オ
)
②
集
付
ナ
シ
ー
続
千
載

[内
]
、
④
眼
ー
眉

[内
]
、
④

毫
ー
毛

[内
]
、
⑤
あ
り
1
侍
り

[内
]
、
⑤
針
-
銀
の
筒

[内
]
、

⑧
見
せ
し
め
む
と
也
ー
み
せ
し
め
ん
と
し
て

[内
]
、
⑧
瑞
を
み
侍
り

て
ー
瑞
相
を
も
ち
て

[内
]
、
⑨
給
は
ん
1
給
は
む

[内
]
、
⑩
出
る

日
に
～
又
ー
ナ
シ

[内
]
、

(九

・
ウ
)
②
い
た
る
ー
至
れ
る

[内
]

栴

檀
香

風
悦
二
可
衆

心

一
の
こ
ゝ
ろ
を

寂
然
法
師

吹
風
に
花
た
ち

は
な
や
匂
ふ
ら
ん
昔
お
ほ
ゆ
る
け
ふ
の
庭
哉

栴
檀
の
香
は
し
き
風
の
吹
を
聞
侍
り
て
大
衆
み
な

悦
あ

へ
る
を
大
衆
心
喜
瑞
と
申
侍
り
さ
れ
は

橘

に

む
か
し
を
思
ふ

こ
と
常

の
事
な
れ
は
か
の
作
者
花
た

ち
は
な

の
匂

ひ
に
鷲

の
御

山
の
い
に
し

へ
さ

こ
そ
と
お
も

一58一



ひ

や

り

た

る

こ

ゝ

う

な

る

へ
し

【
校

異
】

(九

・
ウ
)

⑤
集

付

ナ

シ
ー
新

古

[
内
]

、
⑧

こ
と
ー

ナ

シ

[
内
]

、

、⑧

か

の
1
今

彼

[
内

]
、
⑨
匂

ひ
ー

風

の
匂

ひ

[内

]

、
⑨

さ

こ
そ
と

ー

さ

こ
そ
は
と

[内

]
、

〈
28

番
ト

29
番

歌

の
問

二
2
首

〉

此

非
小

縁

の

こ
ゝ
ろ
を法

橋

能

星

朧

け

に
蟹

の
か

つ
き
も
宮

司

も
御

調
は

お
な

し
大

君

の
た
め

同
し
文

の
こ

ゝ
ろ
を

同

作
者

お

ほ
ろ

け

の
螢
や

は

か

つ
く

い
せ

の
海

の
波
高

き
浦

に

生
る

み
る
め

は

は
し

め

の
う

た

の
作

者

天

竺

に

て
は

り
や
う
ぜ
ん

こ
ん

ひ

ら

じ
ん

つ
か

へ

霊

山

の
地

主
明

神
金

毘
羅

神

に

仕

へ
奉

り
弥
勒

と

現

じ
漢

朝

天

台

山

に

て
は
神
僧

に
仕

へ
た

て
ま

つ
り

竜

樹

菩
薩

と
名

つ
く

我
朝

に

い
た
り

て
は

王

城

の
鎮

守

四

明

の
神

明

に
仕

へ

奉

り

能

星

と
名

つ
く
事

こ
れ
お

ほ
ろ

け

の
ゑ

ん
に
は

あ
ら
す

と

い

へ
り

し
か

る

に
嵯

峨

の

帝

は
御

誕

生

の
い
の
り
を

日
吉

の
社

に

て
執

行
し

給
ふ
御

願
成

就

の
時

よ

み
給

ふ
と

な
り

か

る
か
ゆ

へ
に
能

星
を

下
七

社
第

一
の
宮

と

勧

請

な

し
下

す
今

の
小
禅
師

宮

こ
れ
な

り
次

の
寄

の
心
も

大
旨

は

お
ほ
ろ

け

の
ゑ

ん

に
あ
ら

す

と
な

り

[
承
]

293031

人

く

か

は

堂

に

し

て

勧

学

会

を

こ

な

ひ

侍

り

け

(
一
〇

・
オ

)

る

と

き

入

二
於

深

山

一
の
文

を

よ

み

侍

り

藤

原

仲

実

朝

臣

鳥

の
音

も

き

こ
え

ぬ

山

に

き

た

れ

共

ま

こ

と

の
道

は

猶

う

と

き

哉

鳥

の
音

の
き

こ
え

ぬ

と

は

深

山

の
事

な

り

か

ゝ

る

奥

ふ

か

く

住

居

し

て
も

ま

こ

と

の
道

は

入

か

た

き

も

の
な

り

け

る

と

也

【
校

異

】

二

〇

・
オ
)
①

か

は
堂

に
し

て
ー

賀

堂

に

て

[
内

]
、
①

侍

り
ー

ナ

シ

[
内
]

、
②

文
を

よ

み
侍
り
ー

文

の
心

を

[
内
]

、
④

集
付

ナ

シ
ー

新

続
古

[
内
]

、
④

う
と

き
1

遠

き

[
内

]
と

を
き

[
承

]
、
⑤

音

の

1
音

も

[
内
]

、
⑥

ふ
か

く
i

深

き

[
内

]
、
⑥

し
て
も
ー

に

て
も

[
内
]
、

⑥
道

は
1
道

に
は

[内

]

保

延

二

年

勧

学

寺

に

し

て

三

十

講

お

こ

な

ひ

侍

り

け

る

に

民

部

卿

顕

頼

独

の

み

尋

い

る

さ

の

山

ふ

か

み

ま

こ

と

の

道

を

心

に

そ

と

ふ

ふ

か

く
身

を

樹

下

石

上

に

を

き

侍

り

て

内

証

真

実

(
一
〇

・
ウ

)

の
道

を

は

工

夫

し

侍

る

と

な

り

【
校

異

】

(
一
〇

・
オ
)
⑧

に

し

て
ー

に

て

[
内

]
、
⑧

お
こ
な

ひ
ー

を

こ
な

ひ

[
内

]
、
⑩

集
付

ナ

シ
i

玉
葉

[
内
]

、

二

〇

・
ウ
)
②

侍

る
と
な

り
ー

侍
り

て
知
な

り

[
内
]

前

大

僧

正

慈

鎮

吉

野

山

お

く

の

す

み
家

を

尋

つ

ゝ

仏

の
道

は

是

よ

り

そ

し

る

ま

へ
の

寄

に

ま

こ
と

の
道

と

い

へ
る

と

今

又

仏

の

み

ち

一59一
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と

い

へ
る

お

な

し

事

な

り

【
校
異

】

(
一
〇

・
ウ

)
④

集
付

ナ

シ
ー

拾

玉

[内

]
、
⑤

い

へ
る
と
ー

い

へ
る

[内

]
、

⑤

又
ー

ナ

シ

[
内
]

、
⑥

い

へ
る
ー

い

へ
る
は

[
内
]

悉

捨

二
王

位

「
の

文

を

よ

め

る

よ

み

人

し

ら

す

法

の

た

め

と

思

ふ

身

な

れ

は

皇

の
跡

を

た

に

こ

そ

跡

を

捨

し

か

む

か

し

燈

明

仏

と

申

せ

し

御

仏

凡

夫

に

て

わ

た

ら

せ

給

ひ

し

と

き

八

人

の

王

子

を

も

ち

給

へ
り

父

の

大

王

(
一

一

・
オ

)

御

位

を

す

め

ら

せ

給

ひ

て

成

等

正

覚

な

ら

せ

給

ぬ

と

聞

て

や

か

て

八

人

の

御

子

た

ち

も

御

代

を

い
と

は

せ

給

て

ま

こ

と

の

み

ち

に

お

な

し

く

い

り

給

ひ

し

と

也

釈

尊

の

羅

喉

羅

尊

者

こ

れ

に

か

は

ら

す

と

説

な

り

【
校
異

】

(
一
〇

・
ウ
)
⑦

の
文
を

よ
め

る
ー

ナ

シ

[
内
]

、
⑨

た

に
ー

さ

へ

[内

]
、

⑨

こ

そ
跡
を
ー

こ
そ
あ

た

に

[
承
]

、
⑨

か
ー

は

[内

]

、
⑩

に
て
ー

に

[
内

]
、

(
=

・
オ

)
②

す
め

ら

せ
ー

す

へ
ら

せ

[内

]
、

③

代
ー

世

[
内

]
、
④

給

て
ー

給

ひ

[
内
]

、
⑤
釈

尊

の
1
今

の
釈

迦

仏

の

[
内
]

、
⑤

か

は
ら
す
ー

か

ら
す

[
内

]
、
⑤

説

な

り
i

説

た
る

こ
と
也

[内

]

未

二
嘗

睡

眠

一
の

文

を

よ

め

り

け

る

ス

選
子
内
親
王

ぬ
る
夜
な
く
法
を
も
と
む
る
人
あ

る
を
夢

の
中
に
て
過
す
身
そ
う
き

ね
ふ
り
は
お
こ
た
り
の

基

な
れ
は
仏
道

に
は
ふ
か
く

誠

給
ふ
さ
れ
は
仏
の
三
乗

の
御

弟
子
は
い
さ

ゝ
か
も
ね
ふ

3435

ら

す

た

ゆ

み

な

く

道

を

ま

な

ひ
給

ふ

に

わ

れ

ら

こ

と

(
一

脚

・
ウ

)

き

の

つ
た

な

き

身

の
な

か

き

夜

の
ね

ふ

り

の

う

ち

に

さ

め

も

や

ら

す

し

て
あ

か

し

く

ら

す

と

な

け

く

心

也

【
校
異

】

二

一
・
オ
)

⑥

の
文
を

よ
め

り
け

る
f

ナ

シ

[内

]
、
⑧

集

付
ナ

シ

ー
新

拾
遺

[内

]
、
⑧

あ

る
を
ー

も
有

を

[
内

]
も

あ
る

を

[
承
]

、

⑧

中
ー

内

[内

]
、
⑧

過

す
ー

過
る

[
承

]
、
⑩

給

ふ
ー

侍

り

[
内

]

仏

此

夜

滅

度

如

二
薪

尽

火

滅

一
の

心

を

よ

み

侍

り

法

性

寺

入

道

前

関

白

太

政

大

臣

人

し

れ

す

法

に

あ

ふ

日

を

頼

む

か

な

薪

つ
き

に

し

跡

に

残

り

て

薪

尽

火

滅

と

申

は
度

す

へ
き

衆

生

を

は

み

な

度

し

給

ひ

て

仏

の

浬

繋

に

入

給

ふ

を

た

と

へ
て

い

ふ

也

前

仏

入

滅

の
跡

に

漂

て

い

つ
と

な

く

仏

法

に

あ

は

ん

事

を

頼

み

ぬ

る

こ

と

の

は

る

か

な

る

こ

と

を

な

け

く

よ

し

也

【
校

異

】

(
=

・
ウ

)
④

よ
み
侍

り
ー

ナ

シ

[内

]

、
⑤
前
ー

ナ
シ

[
内
]

、

⑦

を

は
ー

を

[
内

]
、
⑧

た
と

へ
て

い
ふ
也
1

た
と

へ
云
也
さ

れ
は

[
内
]

、
⑩

こ
と

を
ー

を

[内

]

ワ
レ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ル

ニ
ト
ゥ
ミ
ヤ
ゥ
ブ
ツ
ノ
モ
ト
ノ
ク
ワ
ゥ
ズ
イ
ノ
コ
ト
ク
ナ
ル
ヲ

ノ

テ
コ
ヘ
ヲ

ノ
リ
ヌ

ノ

モ

ノ
モ
フ

我

見

二
燈

明

仏

本

光

瑞

如

;

此

以

・
是

知

今

仏

欲

・

説

二
法

花

経

一
の

文

の

こ

ゝ
ろ

を

(
=

一
・
オ

)

源

有

長

朝

臣

昔

み

し

春

の

光

の

か

は

ら

ぬ

は

い
ま

そ

御

法

の
花

や

咲

ら

む

【
校
異

】

二

二

・
オ
)
②

の
文

の
こ

ゝ
ろ

を
ー

ナ

シ

[
内

]
、
④

集
付

ナ

シ
ー

続
千
載

[内

]
、

④

か
は
ら

ぬ
ー

か
わ

ら
ぬ

[
内
]

、
④

い
ま

そ
ー
今

も

[内

]

い
ま

も

[
承

]
、
④

花

や
ー

花

そ

[
内
]

[
承
]
、
④

〈
和

一60一
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歌

ノ
注

ナ

シ
〉
ー

是

は
弥

勒

の
仏

の
か
く

寄
物

な

る
瑞
相

と
も
を

現

し

給

ふ
は

い
か
な

る
事

か
侍

ら

ん
と
思

ひ

し
に
文

殊

の

こ
た

ふ

る
詞
な

り

我
と

は
文

殊

の
我
身

昔

み

つ
る
瑞
相

を
今

と

は
か

り
あ

は
て
た

ゝ
法
花

経

と

き
給

は

む
す

る
時
萸

の
出

た

る
よ

と

云
心
な

り

[内

]

前

大

僧

正

慈

鎮

と

も

し

火

の
光

を

さ

し

て

こ
た

え

す

は

御

法

の

花

を

誰

か

待

み

ん

【
校

異

】

(
一
二

・
オ

)
⑥

集
付

ナ

シ
ー

新

続
古

[
内

]
、

〈和
歌

ノ
注

ナ

シ
〉

ー

ふ
る
枝

の
字

に
縁

の
心
を

も
た
す

る
常

の
事

也
仏

種
従

縁
起

な
れ

は

機
縁

な

く
し

て
仏
法

は

お

こ
ら

ぬ
物

な

り
機

に
よ

つ
て
お

こ
る
を
ふ

る

枝

に

咲
と

は

い

へ
り
も
と

見

し
人

は
文
殊

な

り

[内

]

大

上

天

皇

法

の
花

い

ま

も

ふ

る

枝

に

咲

ぬ

と

は

も

と

み

し

人

や

思

ひ

出

ら

ん

ふ

る

枝

の

枝

の
字

に

縁

の

心

を

も

た

す

る

常

の

こ
と

な

り

仏

種

従

・
縁

起

な

れ

は

機

縁

な

く

し

て
仏

法

は

を

こ

ら

ぬ

も

の

な

り

機

に

よ

つ

て

を

こ

る

を

ふ

る
枝

(
=

一
・
ウ

)

に

さ

く

と

は

い

へ
り

も

と

み

し

人

は

文

殊

な

り

【
校

異
】

二

二

・
オ
)
⑦

大

上
天

皇
i

ナ

シ

[内

]
後

嵯
峨

院
御
製

[
承
]
、

⑧

37
番
歌

ナ

シ

〈但

シ
注

ハ
36
番

歌

ノ
後

二
有

リ
〉

[
内
]

其

後

当

二
作

仏

「号

名

日

二
弥

勒

一
の

こ

ゝ
ろ

を

ヘ

ノ

前

大
僧
正
慈
鎮

わ
し
の
山
入
ゆ
く
月

の
跡

に
又
い

つ
へ
き
御
名
を
聞
そ
う
れ
し
き

法
花

は
諸
仏
大
事
の
因
縁
な

れ
は
是
を
説
給

へ
は

か
な
ら
す
滅
度

し
給
ふ
な
り

し
か
る
に
や
か
て
浬

39

盤

し

給

て

跡

の

や

み

ち

い

か

ゝ
せ

む

と

思

ひ

侍

り

し

に

弥

勒

仏

跡

を

つ
ゐ

て

こ

の

世

界

の
教

主

に
わ

た

ら

せ

給

は

む

事

を

き

く

に

歎

の

な

か

の

悦

と

な

り

【
校
異

】

(
一
二

・
ウ
)
③

の

こ
ゝ
ろ
を
ー

ナ

シ

[
内
]

、
⑥

大
事

の
i

一
大
事

[内

]
、
⑦

し
給
ふ

な

り
ー

し
給

ふ
習
な

り

[内

]
、

⑧
侍

り

し
に
ー

侍

る
に

[
内
]

、
⑨

つ
ゐ

て
ー

つ
き

て

[
内

]
、
⑨

教
主

に
1

教
主

に

て

[
内
]

、
⑩

給

は
む
1

給

は
ん

[
内

]
、

待

賢

門

院

の

中

納

言

人

く

す

ゝ

め

て

廿

八

品

の

(
=

二

・
オ

)

寄

よ

ま

せ

侍

り

け

る

に

広

度

二

諸

衆

生

「
其

数

無

・
有

レ
量

の
心

を

読

侍

り

け

る

皇

太

后

宮

大

夫

俊

成

渡

す

へ
き

数

も

か

き

ら

ぬ

橋

柱

い

か

に

た

て

け

る
誓

な

る

ら

ん

菩

薩

最

初

発

心

の

と

き

衆

生

は

無

辺

な

れ

共

度

し

つ
く

さ

ん

と

誓

を

た

て

給

ひ

て

仏

に

な

ら

せ

給

へ
は

そ

の

願

を

み

て

給

ふ

事

な

り

彼

弥

勒

仏

か

く

い
と

は

か

り

な

き

衆

生

を

す

く

ひ

給

ふ

は

い

か

ゝ

ち

か

ひ

そ

め

給

ひ

し

と

思

ひ

や

り

た

る

心

也

橋

は

人

を

渡

す

物

な

れ

は

た

つ

る

と

い

ふ

縁

語

に

よ

り

て

橋

柱

と

は

い

へ
り

(
=

二

・
ウ

)

【
校
異

】

(
=

二
・
オ
)
③

読

侍

り
け

る
ー

ナ

シ

[
内
]
、
⑤

集

付
ナ

シ
ー

新

古

[内

]
、
⑧

弥
勒

仏
ー

弥
勒

は

[
内

]
、
⑩

橋
i

橋
柱

[内

]

、

二

三

・
ウ
)
①

と

は
ー

と

[
内
]

母
の
周
忌
に
法
花
経
を
み

つ
か
ら
か
き

て
巻

く

一61一
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の

心

を

よ

み

表

紙

の

絵

に

か

ゝ
せ

け

る

に

一
巻

の

心

を

前

中

納

言

定

家

哀

し

れ

春

の

そ

な

た

を

さ

す

光

わ

か

身

に

つ
ら

き

二

月

の

空

春

の

そ

な

た

を

さ

す

光

と

は

前

に

申

せ

し

こ

と

く

仏

の
眉

の

あ

ひ

た

の

光

東

方

を

照

す

事

な

り

我

身

に

つ
ら

き

と

は

八

年

に

法

花

経

を

説

給

ひ

て

二

月

十

五

日

入

滅

し

給

へ
は

跡

に

残

れ

る

身

を

な

け

く

よ

し

な

り

さ

れ

は

か

く

す

ゑ

の
世

に

た

ゝ

よ

ふ

わ

れ

ら

を

あ

は

れ

み

給

へ
と

い
ふ

心

を

哀

し

れ

と

い

ふ

な

り

又

母

の

(
一
四

・
オ

)

周

忌

の

追

薦

の

た

め

に

よ

み

侍

れ

は

か

の

う

せ

に

し

月

日
や

二

月

な

り

け

む

尋

ぬ

へ
し

【
校
異

】

(
=
二

・
ウ
)
③

よ
み
ー

よ

み
て

[内

]

、
③

「
巻
-

一
の
巻

[
内
]

、

⑦

眉

の
あ

ひ
た

の

光

ー

眉

間
白

毫

の
光

[
内
]

、
⑦

照
す
1

照

し
た

ま

ひ
し

[
内
]

、
⑦

事
な

り
ー

事
也

春

は
東

よ
り

い
た

る
故
に

か
く

い

へ
る
さ

て

[
内

]
、
⑧

を
ー

ナ

シ

[
内
]

、
⑩

わ
れ

ら
ー

迷

ひ
の
我
等

[
内
]

、

(
一
四

・
オ
)
①

と

い
ふ
な

り
ー

と

は

い

へ
り

[
内
]

、
②

う

せ
に

し
ー

み
せ

し

[
内

]
、
③

け

む
ー

け

ん
可

[
内
]
、

③

尋
ぬ

へ

し
ー

尋

之

[内

]

方

便

品

法

花

経

廿

八

品

の

寄

の

中

に

方

便

品

の
心

を

読

給

へ
り

け

る

伝

教

大

師

三

の
河

ひ

と

つ

の
海

と

な

る

時

は

舎

利

弗

の

み

そ

ま

つ
渡

り

け

る

三

の

河

を

は

三

乗

の
権

法

に

た

と

へ

一
の
海

を

は

一
乗

42

の
妙
法
に
類
し
侍
り
昔

は
三
乗

の

教

を

の
く

に
し

て

へ
た

つ
る
事
河

の
な
か
れ

の
ま
ち

く

な
る
か
こ
と

く

い
ま

法

花

経

の

と

き

三

乗

も

一
乗

の

外

に

な

し

(
一
四

・
ウ

)

と

あ

ら

は

し

侍

る

ゆ

へ
に

い
ま

の

品

を

は

方

便

品

と

申

な

り

此

と

き

舎

利

弗

利

根

な

れ

は

や

か

て
法

の

ま

ゝ

に

さ

と

り

侍

り

さ

れ

は

こ

そ

舎

利

弗

の

み

一
味

の
大

海

を

ま

つ

渡

る

と

は

よ

め

る

な

り

三

乗

の

法

と

は

四

諦

十

二

縁

六

波

羅

蜜

の

法

な

り

【校

異

】

(
一
四

・
オ
)
⑤

方
便

品

の
心
を

読
給

へ
り
け
る
ー

ナ

シ

[
内

]
、
⑧

河
を

は
ー

川

と
は

[
内
]

、
⑩

へ
た

つ
る
ー

へ
た

ゝ
れ

る

[
内

]
、
⑩

こ
と

く
ー

こ
と

し

[
内

]
、

二

四

・
ウ
)
②

侍

る
1

侍

り

[
内
]

、

②

方
便

品
-

方
便

[
内

]

④

ま

ゝ
に
ー

ま

ゝ
に

て

[内

]

は

こ
そ
ー

さ

て
こ
そ

[内

]

、
⑤

法
と

は
ー
法

と

云
は

[内

]

ー

因
縁

[内

]

其

智

恵

門

難

・
解

難

・
入

と

い

へ
る

文

を

よ

み

侍

り

皇

太

后

宮

大

夫

俊

成

④

さ

れ

、
⑥

縁

い
り

か

た

く

さ

と

り

か

た

し

と

き

く

門

を

ひ

ら

く

は
花

の
御

法

な

り

け

り

菩

薩

声

聞

な

と

申

人

さ

へ
昔

は

入

か

た

か

り

し

智

恵

の

門

な

り

し

か

る

を

い
ま

は

を

し

ひ

ら

ひ

て

あ

ま

ね

(
圃
五

・
オ

)

く

わ

れ

ら

こ
と

き

の

凡

夫

ま

て

も

此

門

に

い

り

侍

り

た

ゝ
此

経

の

徳

用

と

い
ふ

心

な

り

【
校
異

】

(
一
四

・
ウ
)
⑦

と

い

へ
る
文

を
よ

み
侍

り
ー

と

い
ふ

心
を

[
内

]
、

⑧
皇

太
后

宮
大
夫

俊
成
ー

俊

成

[
内

]
、
⑨

ひ
ら

く
は
1

開

は

[内

]

一62一
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ひ
ら
け

は

[
承
]

、
⑩

か
た

か
り

し
ー

か
た

き

[内

]
、

(
一
五

・

オ

)
①

を

し

ひ
ら

ひ

て
ー

お
し

ひ
ら
き

て

[
内
]
、

②

侍
り
ー

侍

る
と

[
内
]

、
③

と

い
ふ
ー

な

り
と

云

[
内

]

前

大

僧

正

慈

鎮

仏

た

ち

さ

と

れ

る

宿

の
門

な

れ

は

ま

よ

ふ

わ

れ

ら

は

入

か

た

き

か

な

【
校

異
】

二

五

・
オ
)
④

前

大
僧

正
ー

大
僧

正

[
内
]
、

〈
和
歌

ノ
注

ナ

シ
〉

!

此
智

恵

門

に
出
入

て
実
相

の
王
宮

に
心

よ
く
あ

そ

ひ
侍

る

こ
と

の
有

か
た

き

こ
と
わ

り
な

り
た

ゝ
仏

と
仏

と

の
み
覚

り
し

る
道
な

れ

は
と
な

り
さ

り
な

か
ら
今

此

経

に
あ

へ
る

は
仏
と

と
も

に
彼
門

に
入
か

の
理

を

え

し
と
也

[内

]

諸

法

実

相

の

こ

ゝ

ろ

を

読

侍

り

け

る

津

の

国

の

な

に

は

の

こ

と

も

ま

こ
と

ゝ

は

便

の

門

の

み

ち

よ

り

そ

し

る

か

や

う

の

薪

を

序

の

幕

と

申

な

り

な

に

は

と

い

は

ん

と

て
津

の

国

と

い

ふ

よ

う

つ
の

こ

と

を

い

は

ん

と

て

難

波

と

申

侍

り

四

十

余

年

の

い

に

し

へ
は

よ

し

あ

し

を

は

る

か

に

わ

か

ち

方

便

と

真

実

と

を

(
一
五

・
ウ

)

へ
た

て

つ
る

か

法

花

経

に

し

て

は

方

便

の

門

を

そ

の

ま

ゝ

と

り

も

な

を

さ

す

実

相

と

と

き

あ

ら

は

し

侍

れ

は

難

解

難

入

の
門

と

い

へ
と

も

た

ゝ
方

便

の

門

よ

り

入

に

け

り

と

な

り

【校

異

】

(
一
五

・
オ
)
⑥

の
こ

ゝ
ろ
を
読

侍

り
け

る
ー

ナ

シ

[内

]

、
⑦

な

に

は

の
ー

な

に

の

[
内
]

、
⑧

申
な

り
ー

申
侍

る
也

[
内
]

、
⑨

い
ふ
ー

い
ひ

[
内

]
、
⑨

こ
と

を
ー

こ
と

ゝ

[内

]
、

⑨

い
は
ん
ー

い
は
む

[
内

]
、

(
一
五

・
ウ

)
②

法
花

経

に
し

て
は
ー
法

花

に
て

は

[内

]

4546

十

如

是

の

中

の

相

如

是

の

こ

ゝ
ろ

を

よ

め

り

後

京

極

摂

政

太

政

大

臣

朝

こ
と

の
鏡

の
う

へ
に

み

し

影

の

む

な

し

か

り

け

る

世

に

や

と

る

哉

色

相

の

あ

ら

は

る

ゝ

を

相

如

申

ゆ

へ
に

鏡

に

う

つ
る

影

を

と

り

い

た

し

侍

り

さ

れ

は

鏡

の
中

の

か

た

ち

は

あ

り

と

は

み

え

て

し

か

も

は

か

な

き

も

の

な

れ

は

た

ゝ
(
一
六

・
オ

)

此

世

の
む

な

し

き

あ

り

さ

ま

は

ひ

と

へ
に

鏡

に

う

つ
れ

る

影

の

こ
と

し

と

い

へ
り

【
校
異

】

二

五

・
ウ

)
⑥
中

の
ー

幕

の

[
内

]
、
⑥

の
こ

ゝ
ろ
を

よ
め

り
ー

ナ

シ

[
内
]

、
⑧

み

し
ー

み
る

[
承
]
、

⑨
色

相

の
ー

色

に

[
内
]

、
⑨

相

如
ー

相

と

[
内
]

[承

]
、

⑩
さ

れ
は
ー

ナ

シ

[内

]
、

(
一
六

・

オ

)
②

鏡

に
う

つ
れ
る
影

の

こ
と
し

と

い

へ
り
ー

彼
う

つ
れ

る
影

の
こ

と

く
と

な
り

[
内
]

前

中

納

言

定

家

跡

も

な

き

む

な

し

き

空

に

た

な

ひ

け

と

雲

の

か

た

ち

は

ひ

と

つ
な

ら

ぬ

を

心

ま

へ
に

お

な

し

た

と

へ
鏡

の

か

け

と

空

の

雲

と

に

よ

そ

へ
た

る

差

別

な

り

ひ

と

つ
な

ら

ぬ

と

は

雲

の

や

う

に

な

る

を

一
切

の
事

く

物

く

の
色

相

の

か

は

り

た

る

に

た

と

へ
申

な

り

【校

異

】

(
一
六

・
オ
)
⑤

な

き
ー

な

く

[
内
]

、
⑤

た
な

ひ
け
と
ー

た
な

ひ
け

る

[
内
]

、
⑥

心
ま

へ
に

お
な

し
i

是

は
前

に
お
な

し

[内

]
、

⑥
鏡

の
か
け
と
ー

鏡

と

[
内
]
、

⑦

よ
そ

へ
た
る
ー

よ
そ

へ
る

[
内

]
、
⑦

一63一



47

な
り
ー

は
か

り
也

[
内
]

、
⑧

か

は
り

た
る

に
ー

か
は
る

に

[
内

]
、

⑨

た

と

へ
申
ー

た
と

へ
た

る

[
内

]

前

大

納

言

為

サ

跡

も

な

く

む

な

し

き

雲

の

そ

の
ま

ゝ

に

緑

の

空

そ

あ

ら

は

れ

に

け

る

(
一
六

・
ウ

)

是

も

又

心

お

な

し

但

雲

の
た

ち

し

を

み

と

り

の
空

と

い

へ
る

と

こ

ろ

本

来

実

相

と

中

こ

ゝ

う

な

り

【
校
異

】

(
一
六

・
ウ
)

①

む
な

し
き

雲
ー

た

ゝ
う
き

雲

[
承
]
、
①

空
ー

色

[
内

]
、
①

け

る
ー

け

り

[内

]

、
②

是
も
ー

是

[
内
]
、

②

た
ち

し

ー

た

ゝ
ち

[
内
]

、
③

と

こ
ろ
ー

は

[
内

]

性

如

是

の

こ

ゝ
ろ

を

よ

み

給

ひ

け

る

後

京

極

48

さ
ま
く

に
む
ま
れ
き
に
け
る
世

ゝ
も

み
な
同
し
月
こ
そ
胸
に
す
み
け
れ

49

地
獄
鬼
畜
人
天
修
羅
も

一
仏

性

を
そ
な

へ
す
と

い

ふ
事
侍
ら
ね
は
お
な
し
月
は
胸
に
す
む
と
申
な
り

【
校

異

】

二

六

・
ウ
)

④

の

こ

ゝ
ろ

を
よ

み
給

ひ
け

る
ー

ナ

シ

[
内
]

、
⑤

後

京
極
ー

ナ

シ

[
内
]

、
⑦

地
獄

鬼

畜

ー

地
獄
鬼

畜

も

[内

]
、

⑧
月

は

i

月

こ
そ

[内

]

、
⑧
な

り
ー

な

れ

[
内
]

定

家

濁
え
や
を
川

の
水
に
し

つ
め
と
も

ま
こ
と
は
お
な
し
山
の
端
の
月

に
ご
り
は
悪
道
川
は
善
趣
に
た
と

へ
た
り
し
か
れ
と
も

二

七

・
オ
)

胸
の
月
は
す

こ
し
も
か
は
ら

す
と
な
り

505152

【
校

異

】

(
一
六

・
ウ
)
⑨

定
家
ー

ナ

シ

[
内
]
、

二

七

・
オ
)

①

に
ご

り
1

濁
江

[
内
]

、
①

川

は
1

小
川
を

は

[内

]

為

歩

風

わ

た

る

池

の

う

き

草

と

た

え

し

て

す

み

け

る

物

を

夜

は

の

月

影

う

き

草

に

へ
た

て
ら

る

れ

は

水

に

す

む

月

と

も

し

ら

す

侍

れ

と

も

風

の
吹

は

ら

ふ

を

み

れ

は

お

な

し

月

な

り

【
校
異

】

二

七

・
オ
)

③
為

サ
ー

ナ

シ

[
内
]

、
⑥

と
も
ー

と

[内

]

、
⑥

月

な

り
ー

月

と
な

り

[内

]
二

条

院

讃

岐

す

む

と

て

も

思

ひ

も

知

ぬ

身

の
う

ち

に

し

た

ひ

て

残

る

有

明

の

月

人
く
具
足
の
仏

性
を
も

迷

る
を
の
く

の
心
に
知
す
と

い
ふ
也

【
校
異

】

二

七

・
オ
)

⑧
集

付

ナ

シ
ー

新
勅

[
内
]

、
⑨

心

に
ー

心

に

は

[内

]
、

⑨

と

い
ふ
也
1

と
な

り

[内

]

体

如

是

の

こ

ゝ

ろ

を

よ

み

侍

り

け

る

後

京

極

(
一
七

・
ウ

)

春

の

夜

の
煙

に

消

し

月

影

の

の

こ

る

か

た

ち

も

世

を

て

ら

し

け

り

双

林

の

煙

に

丈

六

の

金

身

の

か

く

れ

給

ふ

と

凡

夫

は

見

奉

れ

と

も

ま

こ
と

に

方

便

現

浬

繋

な

れ

は

仏

体

は

常

住

ふ

滅

に

し

て

た

え

す

世

を

て

ら

し

給

ふ

な

り

【
校

異

】

(
一
七

・
オ
)
⑩

の
こ

ゝ
ろ
を

よ
み
侍

り
け

る
ー

ナ

シ

[
内
]

、

二

七

・
ウ

)
①

後
京

極
ー

後
京

極
摂
政

大

臣

[
内

]
、
②

消

し
i

消

て

[
承
]

、
②

か
た

ち
1
姿

[内

]

す
か

た

[
承

]
、
③

金

身

の
ー

金

躯
は

[
内
]

、
④

と
も
ー

と

[内

]
、
④

ま

こ
と

に
ー

ま

こ
と

は

[内

]
、
⑥

一64一



5354

な

り
ー

と

な

り

[内

]

定

家

か

り

染

の
鶴

の

は

や

し

の

名

を

た

て

し

煙

の
ま

ゝ

の
か

た

ち

を

そ

見

る

三

世

常

住

の

生

滅

な

り

か

る

か

ゆ

へ
に

二

月

な

か

は

に

う

せ

給

ふ

と

い

へ
と

も

や

か

て
卯

月

の
初

に

誕

生

し

給

ふ

と

な

り

(
一
八

・
オ

)

【
校
異

】

(
一
七

・
ウ
)
⑦

定
家

ー
前

中
納

言
定

家

[
内

]
為

サ

[
承
]
、

⑧

か

り
染

の
…

か
り

そ
め

に

[内

]
、

⑧

ま

ゝ
の
1

後

の

[
内
]

、
⑧

か
た

ち
ー
姿

[
内
]
、

⑧

〈か

り
染

め

の
～
見

る

ノ
和
歌
〉
ー

是

や
さ

は

消

し
霞

の
行

ゑ

か
は
や

か

て
卯
月

の
光

を
そ

み

る

[
承
]

、

〈⑨

～

二

八

・
オ
)

①

マ
デ

ノ
和
歌

の
注

〉
ー

鶴
林

入
浬
般
木
と
申

せ

し
は

た

ゝ
か

り

そ
め

の
方
便

示
現

と

て
申

し
ま
す

な

り

[
内

]
、

〈
53
番
歌

と

54
番

歌

の
間

ニ
ー
首

〉
前

大
納

言
為

サ

是

や
さ

は
消

し
霞

の
行
末

は
や

か

て
卯

月

の
光

を

そ
み

る

[
内

]
、

〈是

や
さ

は
～

ノ
歌

ノ
注

ト

シ

テ
〉
⑩

初

に
ー

始
め

に

は

[
内

]
、
⑩

誕
生

し
給
ふ

と
な

り
ー

誕
生

と

申
也

[内

]

入

道

二

品

親

王

法

守

有

な

し

の

ふ

た

つ

の
道

に

と

ゝ
ま

ら

ぬ

法

や

ま

こ

と

の
姿

な

る

ら

ん

有

無

の

二
道

に

か

た

を

ち

す

し

て

空

有

不

二

な

る

と

こ

ろ

こ

そ

ま

こ

と

の
中

道

実

相

の
体

な

れ

は

と

也

【
校

異

】

(
一
八

・
オ
)
②

集
付

ナ

シ
ー

新

千

[
内
]

、
③

二
道

に
ー

二
道

[
内

]
、
③

か

た
を
ち

す
ー

か

た
お
ち

せ
す

[
内
]

、
③

不

二
ー

二

[
内

]
、
④

な

れ
は
と

也
ー

な

れ
と
な

り

[
内
]

55565758

力
如
是
の
こ
ゝ
ろ
を

後

京

極

降

つ
も

る

雪

に

た

は

ま

ぬ

松

か

え

の
心

つ
よ

く

も

は

る

を

待

か

な

【
校
異

】

二

八

・
オ
)
⑤

の
こ

ゝ
ろ
を
ー

ナ

シ

[
内

]
、
⑥

後
京

極
-

後
京

極

摂
政
太

政
大

臣

[
内
]

定

家

み

な

れ

さ

ほ

岩

間

に

波

は

ち

か

へ
と

も

た

ゆ

ま

す

の

ほ

る

宇

治

の

川

舟

【
校
異

】

(
一
八

・
オ
)
⑧

定

家
-

前
中
納

言
定

家

[
内
]

、
⑨

波
ー

浪

[
内

]

為

サ

岸

な

た

れ

岩

に

も

た

る

ゝ

ふ

し

松

の

こ
れ

よ

り

後

は

風

し

ほ

る

と

も

(
一
八

・
ウ

)

三

首

と

も

に

寄

の

こ

ゝ
ろ

お

な

し

い

つ
れ

も

力

と

い

ふ

は
物

に

を

か

さ

れ

す

し

て

わ

か

体

を

た

も

つ
て

と

を

る

を

申

侍

り

さ

れ

は

功

能

為

力

と

て

一
切

の
物

の

功

を

力

と

は

申

な

り

【校

異

】

二

八

・
オ

)
⑩

為

サ
ー

前

大
納

言
為

サ

[
内

]
、

(
一
八

・
ウ
)

①

と
も
ー
哉

[内

]

、
②

寄

の
ー

其

[
内

]
、
③

た
も

つ
て
ー

も

ち

て

[
内
]

、
⑤
申

な

り
1

申
侍

る
也

[
内

]

作

如

是

の

心

を

読

侍

り

け

る

後

京

極

日

を

へ

つ

ゝ
巣

か

く

さ

ゝ

か

に

ひ

と

す

ち

に

い
と

な

み

く

ら

す

は

て

を

し

ら

は

や

【
校
異

】

二

八

・
ウ
)
⑥

の
心
を

読
侍

り
け

る
ー

ナ

シ

[内

]
、

⑦
後

京
極

ー

一65一
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後
京

極

摂
政

太
政

大
臣

[
内

]

定

家

水

こ

え

し

川

そ

ひ

を

田

の

か

た

あ

ら

し

お

こ

せ

や

さ

ら

は

す

ゑ

を

た

の

み

に【
校
異

】

(
一
八

・
ウ
)
⑨

定
家

ー
前

大

納
言

為

サ

[内

]
為

サ

[
承
]

、
⑩

川

そ
ひ
を
ー

河

そ

ひ
に

[
内
]

、

〈
59
番
歌

ト

60
番
歌

ノ
順

番

入

レ
替

ワ

リ

〉
ー

[
内

]

為

サ

(
一
九

・
オ

)

春

の

田

の
心

を

つ
く

る

山

か

つ
も

う

ふ

る

さ

な

へ
そ

色

に

い

て

け

る

人

間

の

万

事

い

つ
れ

を

は

て

と

も

な

く

あ

け

く

れ

い
と

な

み

侍

る

あ

り

さ

ま

の

あ

は

れ

な

り

と

也

【
校

異
】

(
一
九

・
オ
)

①
為

サ
ー

前
中

納

言
定

家

[内

]
定

家

[
承
]

、

〈③

～
④

ノ
和
歌

ノ
注
、

59
番
歌

ノ
後

二
有

リ

〉
ー

[
内
]

因

如

是

の

こ

ゝ

ろ

を

読

侍

り

け

る

後

京

極

種

し

あ

れ

は

仏

の
身

と

も

な

り

ぬ

へ
し

岩

に

も

松

は

生

け

る

物

を

【
校

異
】

二

九

・
オ
)
⑤

の
こ

ゝ
ろ
を

読
侍

り

け

る
ー

ナ

シ

[内

]
、
⑥

後

京

極
-

後

京
極

摂
政

太
政

大

臣

[内

]

定

家

種

ま

き

し

春

を

わ

す

れ

ぬ

妻

な

れ

や

垣

ほ

に

忍

ふ

や

ま

と

撫

子

【
校
異

】

二

九

・
オ
)
⑧

定
家
ー

前
中

納

言
定
家

[内

]
、
⑨

忍

ふ
ー

咲

る

[
内
]

為

サ

苗

代

の

あ

せ

ぬ

り

た

て

ゝ
ま

く

種

に

さ

な

へ
と

る

へ
き

比

も

み

え

け

り

6465

(
コ
九

・
ウ

)

一
切

の

万

法

み

な

種

な

く

し

て

菓

を

な

す

こ

と

侍

ら

す

そ

の

こ

と

く

仏

果

の

位

に

い

た

る

に

は

か

な

ら

す

万

行

万

善

の
修

因

を

つ
ま

ね

は

な

り

か

た

し

因

な

く

し

て

果

を

も

と

む

る

を

無

因

得

果

と

て

仏

道

に

は

大

に

き

ら

ふ

み

ち

に

て

侍

り

【
校
異

】

二

九

・
オ
)

⑩
為

サ
ー

前
大

納

言
為

サ

[内

]
、

二

九

・
ウ
)
④

万

善

の
1

万
善

[内

]
、

⑤

も
と

む
る
を
ー

も

と
む

る

は

[
内

]
、
⑥

侍

り
ー

侍

り
け

り

[
内
]

縁

如

是

の

こ

ゝ

ろ

を

読

り

け

る

後

京

極

岸

に

い
た

る

風

の

し

る

へ
を

思

ふ

か

な

く

る

し

き

海

に

礒

し

て

た

と

へ
は

因

あ

れ

と

も

縁

な

け

れ

は

一
法

も

生

す

る

事

な

し

一
切

の
法

は

因

縁

和

合

し

て

生

す

る

(
二

〇

・
オ

)

な

ら

ひ

也

そ

れ

を

た

と

ふ

る

に

舟

は

因

風

は

縁

い
た

る

所

は

果

な

り

【
校
異

】

二

九

・
ウ
)

⑦

の

こ

ゝ
ろ

を
読

り
け

る
ー

ナ

シ

[内

]
、

⑧

後
京
極

ー

後
京
極

摂
政

太
政

大

臣

[内

]
、

⑨

礒

ー

舟

よ

そ

ひ

[
内

]
、
⑩

た

と

へ
は
ー

た
と

ひ

[内

]
、

(
二
〇

・
オ
)
②

た

と
ふ

る

に
ー

た

と

ふ
る

[内

]

定

家

年

を

経

て

子

日

に

な

る

ゝ
姫

小

松

ひ

く

に

そ

千

代

の
影

は

み

え

け

る

松

の

ち

と

せ

を

ふ

る

は

因

の

こ

と

し

子

日

し

て

引

は
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縁

な

り

是

に

よ

つ
て

よ

は

ひ

を

身

に

う

く

る

果

と

な

る

へ
し

【
校
異

】

(
二
〇

・
オ
)
④

定
家

ー

前
中

納
言

定
家

[
内

]
、

⑤
千

代
ー

千
世

[
内
]

、
⑤

影
-

陰

[
内
]

、
⑥

ち

と
せ
ー

年

、
⑦

よ

つ
て
ー

よ
り

て

[
内
]

、
⑦

よ

は
ひ
i

松

の
よ

は

ひ

[
内

]
、
⑦

う

く
る
ー

う

つ
る

は

[
内
]

、
⑧

と
な

る

へ
し
ー

な

る

へ
し

[
内
]

為

サ

は

し

ら

か

す

奥

津

舟

人

い
ま

は

ゝ
や

風

を

し

る

へ
の

江

に

や

よ

る

ら

ん

ま

へ
の

う

た

に

お

な

し

【
校

異

】

(
二
〇

・
オ
)
⑧

為

サ
ー

前
大

納

言
為

サ

[
内
]

、
⑨
奥

ー
沖

[内

]
、

⑨

よ

る
ー

も

る

[
内

]
、
⑩

ま

へ
の
ー
さ

き

の

[
内
]
、

⑩

に
お
な

し

ー

に
な

し

[内

]

前

大

納

言

宗

明

(
二

〇

・
ウ

)

山

川

の

お

な

し

な

か

れ

を

結

ひ

て

も

猶

あ

さ

か

ら

ぬ

契

を

そ

し

る

こ

ゝ

ろ

あ

き

ら

か

な

り

但

山

川

は

あ

さ

き

物

な

り

そ

れ

を

汲

て

も

ふ

か

き

契

を

し

る

と

い

へ
る

と

こ

ろ

作

者

の

も

の

な

り

【
校
異

】

(
二
〇

・
ウ
)
②

川
ー

河

[内

]

〈
67
番
歌

ト

68
番
歌

ノ
間

ニ
ー
首
〉

ー

藤

原
盛

能

む
く

ひ
有

身
を

は

し
ら
す

や
憂

こ
と

の
道

ぬ
ま

ゝ
に

世
を

恨

つ
ゝ

こ
と

の
は
を

そ
ふ

る
に
を

よ

は
す

[内

]

果

如

是

の
心

を

読

給

ひ

け

る

後

京

極

秋

ふ

か

く

な

り

は

て

に

け

る

み

山

か

な

花

見

し

枝

に

こ

の

み

色

つ
く

【
校

異
】

(
二
〇

・
ウ
)
⑥

の
心
を

読
給

ひ
け

る
ー

ナ

シ

[
内

]
、
⑦

後
京

極
ー

後
京
極
摂
政
太
政
大
臣

[内
]

定
家

69

袖

の
香
を
よ
そ

へ
て
植
し
た
ち
花
も
朝
を
く
露
に
み
を
結
ふ
ま
て

【校
異
】

(二
〇

・
ウ
)
⑨
定
家
ー
前
中
納
言
定
家

[内
]

為

サ

ニ
=

・
オ
)

70

秋
ふ
か
み
お
ち

て
木
か
け
の
柴
く
り

の
木

の
み
を
し
ほ
る
山
風
そ
吹

三
首

の
心
お
な
し
花

を
因
と
い
ひ
こ
の
み
を
果

と

い
ふ
な
り

【校
異
】

(一二

・
オ
)
①
為
サ
ー
前
大
納
言
為
サ

[内
]
、
②
ふ
か
み
ー
ふ
か

く

[内
]
、
②
木
の
み
1
果

[内
]
、
④
い
ふ
な
り
1
云
り

[内
]

付
記

本
稿

の
翻
刻

に

つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
お
よ
び
内
閣
文
庫
に

御
許
可
を
賜

っ
た
。

こ
こ
に
深
甚

の
謝
意
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

(う
ち
の

ゆ
う

こ

・
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)
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